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新しい生涯学習推進体制について特集

広報広報

今月の表紙は上野天神祭のだんじり展示などの様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。
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今月の納税
●納期限　12月27日 （月）
納期限内に納めましょう
固定資産税（３期）
国民健康保険税（６期） 2021 年（令和３年）12月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　88,578 人　○世帯数　40,482 世帯
○男　43,449 人　　○女　45,129 人

伊賀市の人口・世帯数
令和３年 10月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

12 月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日・年末：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日・年末の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

◉伊賀市応急診療所（一次救急）
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※各種感染症検査（新型コロナ・インフルエンザなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・健康相談ダイヤル24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◉三重県救急医療情報センター
☎ 059-229-1199
受診できる医療機関をご案内（24時間）

I G AMONO
セレクション No.20

　伊賀流忍者発祥の地・伊賀で誕生した「忍
者土産ブランド」です。 伊賀での思い出が
より一層素敵なものになるよう、忍者をテー
マとしたオリジナルの土産を販売していま
す。 伊賀の伝統工芸品とコラボレーション
した製品も企画プロデュースし、
伊賀と忍者の魅力を国内外に発信
しています。

伊賀の京丸屋
淺野　正嗣さん

　このスカジャンは、袖に使われる飾り紐を、伊賀の伝統工芸品
「伊賀くみひも」にしたデザインが特徴です。生地はシルキータッ
チのサテンを厳選し、落ち着きのある色味のベージュと、抹茶色・
濃紺を組み合わせています。横振りミシンの運針で表現された刺
繍は生地の柔らかさを崩さず、レーヨン素材本来の美しいドレー
プを残しています。長財布が入るサイズの内ポケットもあり、ど
なたでも使いやすいデザインです。伊賀の伝統と、伊賀の京丸屋
独自のものづくりが融合したスカジャンをぜひお試しください。

伊賀くみひもスカジャン　忍者・猫忍者

【問い合わせ】　商工労働課　☎22-9669　℻  22-9695

日 月 火 水 木 金 土
１
　岡波

２
　名張

３
　上野

４
　名張

５
岡／名

６
　岡波

７
　名張

８
　岡波

９
　名張

10
　上野

11
　上野

12
　岡波

13
　岡波

14　
　上野

15
　岡波

16
　名張

17
　上野

18
　名張

19
岡／名

20
　岡波

21
　名張

22
　岡波

23
　名張

24
　上野

25
　上野

26
　岡波

27
　岡波

28
　上野

29
　岡波

30
　名張

31
　上野

＊小児科以外の診療科
です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。



新型コロナウイルス感染症情報

新型コロナウイルスに関する
お知らせ

コロナ差別に関する人権相談窓口
一人で悩まないで大丈夫。
一緒に考えましょう。

【問い合わせ】
○津地方法務局伊賀支局　☎ 0570-003-110
○人権政策課　☎ 22-9683　℻  22-9684
　　　　　　　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

【発熱などの症状がある人の相談窓口】
①かかりつけ医などの身近な医療機関
②相談する医療機関に迷う場合は、受診・相談センター
※土・日曜日、祝日も対応

　•伊賀保健所　☎  24-8050（午前９時～午後９時）
　•三重県救急医療情報センター
　　☎ 059-229-1199（午後９時～翌日午前９時）

　２回目を接種した場合でも、時間の経過とともに感
染予防効果が低下することが報告されています。市で
は、国の方針に基づき追加接種を実施します。
【対象者】
　２回目接種からおおむね８カ月以上経過した人
【接種回数】
　１回
【使用するワクチン】
　原則１、２回目と同じワクチン（今後、見直される
可能性があります。）

【接種場所・予約方法など】
　接種券に同封の案内文でお知らせします。
【スケジュール】

　以降、接種時期にあわせて順次発送します。（２回目
の接種を受けていない人には接種券は発送しません。）

新型コロナワクチンの追加接種
（３回目接種）について

【ワクチン接種に関わる問い合わせ】
○伊賀市新型コロナワクチン専用コールセンター（月～土）
　※ 12月 28日㈫～１月４日㈫を除く。
　☎  0120-849-064
○外国語での問い合わせ（月・水・土）
　※ 12月 29日㈬～１月３日㈪を除く。
　•ポルトガル語　☎ 0120-257-863
　•スペイン語　☎ 0120-257-864
　（電話受付時間：午前８時 30分～午後５時）
○三重県新型コロナウイルスワクチン副反応相談窓口
　☎  059-224-3326
　（24時間対応、土・日曜日、祝日を含む。）

【問い合わせ】　ワクチン接種推進課
　☎ 41-1550　℻  22-9694
※通話による問い合わせが困難な人はファックスでお
受けします。

２回目終了時期
（目安） 主な対象者 接種券発送・

接種開始時期

令和３年３月～５月 医療従事者など 令和３年12月以降

令和３年６月以降 65歳以上の高齢者 令和４年３月以降

１回目 ３回目２回目
おおむね８カ月

以上空ける

◆伊賀市 L
ラ イ ン
INE 公式アカウントで

　新型コロナワクチン情報をお知らせしています
【友だち追加方法】

①QRコードから友だち追加
　「友だち追加」→
　「QRコード」を
　選択し、カメラで
　QRコードを読み取る。
② ID検索から友だち追加
　「友だち追加」→「検索」を選

　　　　　　　　択し、ID「@igacity」で検索。

引き続き感染対策を
徹底してください。

健康のために、この機会に接種しましょう

予防接種の受け忘れはありませんか？

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp高齢者子ども

　大切な家族や自分を感染症から守るだけでなく、周りの人にうつさないためにも予防接種はなるべく早めに受け
ましょう。

○対象年齢以外の場合は自費となります。○必ず医療機関で予約をしてから接種してください。市内医療機関に予
診票を設置しています。市外・県内で接種する人は予診票をお渡ししますので、下記までご連絡ください。

予防接種名 回　数 対象年齢

ロタウイルス ２～３回

１価 (ロタリックス )：生後６週～ 24週
５価 (ロタテック )：生後６週～ 32週
※令和２年 10月から定期接種になりました。
※１回目は、生後 14週 6日までに接種することが推奨されています。

ヒブ １～４回 生後２カ月～５歳未満
※ヒブと肺炎球菌は５歳未満の幼児が罹

り
患することが多い病気です。肺炎球菌 １～４回

Ｂ型肝炎 ３回 １歳未満
四種混合

（ジフテリア・百日咳・
破傷風・ポリオ）

４回
生後３カ月～７歳６カ月未満
※すでに三種混合ワクチン（４回）、生ポリオワクチン（２回）または不活
化ポリオワクチン（４回）を接種している人は接種不要です。

ＢＣＧ １回 １歳未満

麻しん・風しん
混合（ＭＲ）

１回 １期：１歳～２歳未満
※麻しんと風しんの単体ワクチンを１回ずつ接種している場合もあります。

１回 ２期：平成 27年４月２日～平成 28年４月１日生まれ（年長児）
水痘（水ぼうそう） ２回 １歳～３歳未満　※水ぼうそうにかかったことのある人は接種不要です。
日本脳炎 ４回 １期（３回）：３歳～７歳６カ月未満　２期（１回）：９歳～ 13歳未満
二種混合（ＤＴ） １回 11歳～ 13歳未満

子宮頸がん ３回
小学６年生（12歳相当）～高校１年生（16歳相当）の女子
※現在は積極的に接種を勧めていませんが、希望する人は有効性とリスクを
理解した上で接種することができます。

【接種期限】　令和４年３月 31日㈭
【対象者】　次の①または②に該当する人のうち、過去
に肺炎球菌の予防接種を受けたことがない人
①今年度 65歳になる人（昭和 31年 4月 2日～昭和
32年 4月 1日生まれの人）

②接種時点で 60歳以上 65歳未満で、心臓、腎臓も
しくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫の機能障がいで身体障がい者手帳１級の人

【接種回数】　1回
【接種費用】　3,000 円（生活保護受給者は無料）

【接種方法】　直接医療機関に予約し、接種当日は必ず
案内はがきを持参してください。
◆対象者以外への助成
　今年度に 70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・
95歳・100歳になる人で、過去に肺炎球菌ワクチン
を１回も接種していない人（任意接種・実費を含む。）
は、接種費用の一部助成を受けることができます。
【注意事項】 
　市外・県内で接種する人は予診票をお渡ししますの
で、下記までご連絡ください。

高齢者肺炎球菌

子どもの定期予防接種
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新型コロナウイルス感染症情報

新型コロナウイルスに関する
お知らせ

コロナ差別に関する人権相談窓口
一人で悩まないで大丈夫。
一緒に考えましょう。

【問い合わせ】
○津地方法務局伊賀支局　☎ 0570-003-110
○人権政策課　☎ 22-9683　℻  22-9684
　　　　　　　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

【発熱などの症状がある人の相談窓口】
①かかりつけ医などの身近な医療機関
②相談する医療機関に迷う場合は、受診・相談センター
※土・日曜日、祝日も対応

　•伊賀保健所　☎  24-8050（午前９時～午後９時）
　•三重県救急医療情報センター
　　☎ 059-229-1199（午後９時～翌日午前９時）

　２回目を接種した場合でも、時間の経過とともに感
染予防効果が低下することが報告されています。市で
は、国の方針に基づき追加接種を実施します。
【対象者】
　２回目接種からおおむね８カ月以上経過した人
【接種回数】
　１回
【使用するワクチン】
　原則１、２回目と同じワクチン（今後、見直される
可能性があります。）

【接種場所・予約方法など】
　接種券に同封の案内文でお知らせします。
【スケジュール】

　以降、接種時期にあわせて順次発送します。（２回目
の接種を受けていない人には接種券は発送しません。）

新型コロナワクチンの追加接種
（３回目接種）について

【ワクチン接種に関わる問い合わせ】
○伊賀市新型コロナワクチン専用コールセンター（月～土）
　※ 12月 28日㈫～１月４日㈫を除く。
　☎  0120-849-064
○外国語での問い合わせ（月・水・土）
　※ 12月 29日㈬～１月３日㈪を除く。
　•ポルトガル語　☎ 0120-257-863
　•スペイン語　☎ 0120-257-864
　（電話受付時間：午前８時 30分～午後５時）
○三重県新型コロナウイルスワクチン副反応相談窓口
　☎  059-224-3326
　（24時間対応、土・日曜日、祝日を含む。）

【問い合わせ】　ワクチン接種推進課
　☎ 41-1550　℻  22-9694
※通話による問い合わせが困難な人はファックスでお
受けします。

２回目終了時期
（目安） 主な対象者 接種券発送・

接種開始時期

令和３年３月～５月 医療従事者など 令和３年12月以降

令和３年６月以降 65歳以上の高齢者 令和４年３月以降

１回目 ３回目２回目
おおむね８カ月

以上空ける

◆伊賀市 L
ラ イ ン
INE 公式アカウントで

　新型コロナワクチン情報をお知らせしています
【友だち追加方法】

①QRコードから友だち追加
　「友だち追加」→
　「QRコード」を
　選択し、カメラで
　QRコードを読み取る。
② ID検索から友だち追加
　「友だち追加」→「検索」を選

　　　　　　　　択し、ID「@igacity」で検索。

引き続き感染対策を
徹底してください。

健康のために、この機会に接種しましょう

予防接種の受け忘れはありませんか？

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp高齢者子ども

　大切な家族や自分を感染症から守るだけでなく、周りの人にうつさないためにも予防接種はなるべく早めに受け
ましょう。

○対象年齢以外の場合は自費となります。○必ず医療機関で予約をしてから接種してください。市内医療機関に予
診票を設置しています。市外・県内で接種する人は予診票をお渡ししますので、下記までご連絡ください。

予防接種名 回　数 対象年齢

ロタウイルス ２～３回

１価 (ロタリックス )：生後６週～ 24週
５価 (ロタテック )：生後６週～ 32週
※令和２年 10月から定期接種になりました。
※１回目は、生後 14週 6日までに接種することが推奨されています。

ヒブ １～４回 生後２カ月～５歳未満
※ヒブと肺炎球菌は５歳未満の幼児が罹

り
患することが多い病気です。肺炎球菌 １～４回

Ｂ型肝炎 ３回 １歳未満
四種混合

（ジフテリア・百日咳・
破傷風・ポリオ）

４回
生後３カ月～７歳６カ月未満
※すでに三種混合ワクチン（４回）、生ポリオワクチン（２回）または不活
化ポリオワクチン（４回）を接種している人は接種不要です。

ＢＣＧ １回 １歳未満

麻しん・風しん
混合（ＭＲ）

１回 １期：１歳～２歳未満
※麻しんと風しんの単体ワクチンを１回ずつ接種している場合もあります。

１回 ２期：平成 27年４月２日～平成 28年４月１日生まれ（年長児）
水痘（水ぼうそう） ２回 １歳～３歳未満　※水ぼうそうにかかったことのある人は接種不要です。
日本脳炎 ４回 １期（３回）：３歳～７歳６カ月未満　２期（１回）：９歳～ 13歳未満
二種混合（ＤＴ） １回 11歳～ 13歳未満

子宮頸がん ３回
小学６年生（12歳相当）～高校１年生（16歳相当）の女子
※現在は積極的に接種を勧めていませんが、希望する人は有効性とリスクを
理解した上で接種することができます。

【接種期限】　令和４年３月 31日㈭
【対象者】　次の①または②に該当する人のうち、過去
に肺炎球菌の予防接種を受けたことがない人
①今年度 65歳になる人（昭和 31年 4月 2日～昭和
32年 4月 1日生まれの人）

②接種時点で 60歳以上 65歳未満で、心臓、腎臓も
しくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫の機能障がいで身体障がい者手帳１級の人

【接種回数】　1回
【接種費用】　3,000 円（生活保護受給者は無料）

【接種方法】　直接医療機関に予約し、接種当日は必ず
案内はがきを持参してください。
◆対象者以外への助成
　今年度に 70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・
95歳・100歳になる人で、過去に肺炎球菌ワクチン
を１回も接種していない人（任意接種・実費を含む。）
は、接種費用の一部助成を受けることができます。
【注意事項】 
　市外・県内で接種する人は予診票をお渡ししますの
で、下記までご連絡ください。

高齢者肺炎球菌

子どもの定期予防接種
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生
涯
学
習
の
役
割

　
生
涯
学
習
と
は
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
、

地
域
社
会
で
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
学
習
の

こ
と
で
す
。
現
在
公
民
館
活
動
と
し
て
開

催
し
て
い
る
各
種
講
座
だ
け
で
な
く
、
世

代
間
交
流
事
業
や
自
主
防
災
活
動
、
生
活

に
関
わ
る
福
祉
的
な
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
活
動
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
す
で
に
地
域
で
は
住
民
自
治
協
議
会
が

中
心
と
な
っ
て
生
涯
学
習
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

 

市
民
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
場
所
で
生

涯
学
習
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

活
動
の
新
た
な
拠
点

◆
伊
賀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
全
市
的
な
講
座
・
教
室
を
開
催
し
、
社

会
教
育
指
導
員
に
よ
る
地
域
へ
の
指
導
・

助
言
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
生
涯

学
習
支
援
員
と
の
連
携
、
情
報
共
有
を
進

め
、
研
修
な
ど
に
よ
る
人
材
育
成
を
行
い

な
が
ら
、
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

　
住
民
自
治
協
議
会
な
ど
が
地
域
活
動
を

進
め
ま
す
。
こ
れ
ま
で
公
民
館
で
活
動
し

て
い
た
自
主
サ
ー
ク
ル
団
体
の
活
動
拠
点

と
し
ま
す
。

新
た
な
体
制
へ

　
現
在
の
公
民
館
は
、
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

に
中
央
公
民
館
、
各
支
所
単
位
に
地
区
公

民
館
、
上
野
地
区
・
青
山
地
区
の
各
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
に
公
民
館
分
館
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
に
よ
っ
て
公
民
館
分

館
の
設
置
状
況
が
異
な
り
、
地
区
公
民
館

で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
市
全
域
で
均
衡
の
と

れ
た
学
習
体
制
に
再
編
し
、
生
涯
学
習
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
地
区
公
民
館
と
分
館
は
廃
止
し

ま
す
が
、
中
央
公
民
館
で
あ
る
伊
賀
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
社
会
教
育
指
導
員

を
3
人
配
置
し
、
全
市
的
な
生
涯
学
習

推
進
の
中
心
的
役
割
を
担
う
拠
点
と
し

て
機
能
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
身
近
な
場
所
に
あ
る
市

内
39
カ
所
の
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

新
た
な
拠
点
に
位
置
付
け
、生
涯
学
習
支

援
員
を
そ
れ
ぞ
れ
１
人
配
置
し
ま
す
。住

民
自
治
協
議
会
を
中
心
と
す
る
生
涯
学
習

活
動
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
整
え
ま
す
。

　
な
お
、各
地
区
公
民
館
に
併
設
さ
れ
て

い
る
図
書
室
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
し
い
生
涯
学
習
推
進
体
制
に
つ
い
て

生涯学習活動の例

新体制のイメージ

健康（介護予防）体操、健康ウォーク、
環境学習会、クリーンウォーク、防災
訓練、ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）体験
会、避難所開設・運営訓練、着衣泳体
験、人権のつどい、人権フィールドワ
ーク、地域福祉講演会 など 

健康づくり、
安全確保のための学び［ ］

レクリエーションスポーツ大会、しめ
縄づくり、文化歴史散歩、ふるさと探
訪講座、勧請縄祭、昔の道具で世代
間交流、男の料理教室、文化祭、ほた
る祭り、自主サークル活動 など

  精神的な豊かさ、いきがい、
楽しみのための学び［ ］

ふるさとカルタ大会、多文化交流事
業、むらおこし「田植え体験」「稲刈り
体験」、こども自転車安全教室、獣害
防止対策研修会 など

さまざまな問題解決、
目標達成のための学び［ ］

【
問
い
合
わ
せ
】

　
生
涯
学
習
課

　
☎ 

２２
・
９
６
７
９
　℻ 

２２
・
９
６
９
２

　
　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

　
市
に
は
、
現
在
６
つ
の
地
区

公
民
館
と
28
の
公
民
館
分
館
が

あ
り
ま
す
。市
町
村
合
併
前
か
ら

の
体
制
を
現
在
も
引
き
継
ぎ
、

旧
市
町
村
単
位
で
み
る
と

活
動
拠
点
の
数
や
体
制
に

差
が
あ
り
、
市
内
で
統
一

し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
間
の
格
差
を

な
く
し
て
、
地
域
に
よ
り
身
近
な
と
こ

ろ
で
気
軽
に
生
涯
学
習
の
機
会
を
持
て
る
よ
う
に

推
進
体
制
を
再
編
し
、
令
和
４
年
度
か
ら
新
た
な
学
び

の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

住んでいる
ところから
近くなるね。 

公民館は
どうなるの？ 

各住民
自治協議会

生涯学習
活動

地区市民
センターなど 中央公民館

社会教育
指導員

生涯学習
センター

支　援

助言•指導

連　携
生涯学習
支援員

問い合わせ

2021.12 4



生
涯
学
習
の
役
割

　
生
涯
学
習
と
は
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
、

地
域
社
会
で
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
学
習
の

こ
と
で
す
。
現
在
公
民
館
活
動
と
し
て
開

催
し
て
い
る
各
種
講
座
だ
け
で
な
く
、
世

代
間
交
流
事
業
や
自
主
防
災
活
動
、
生
活

に
関
わ
る
福
祉
的
な
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
活
動
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
す
で
に
地
域
で
は
住
民
自
治
協
議
会
が

中
心
と
な
っ
て
生
涯
学
習
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

 

市
民
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
場
所
で
生

涯
学
習
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

活
動
の
新
た
な
拠
点

◆
伊
賀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
全
市
的
な
講
座
・
教
室
を
開
催
し
、
社

会
教
育
指
導
員
に
よ
る
地
域
へ
の
指
導
・

助
言
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
生
涯

学
習
支
援
員
と
の
連
携
、
情
報
共
有
を
進

め
、
研
修
な
ど
に
よ
る
人
材
育
成
を
行
い

な
が
ら
、
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

　
住
民
自
治
協
議
会
な
ど
が
地
域
活
動
を

進
め
ま
す
。
こ
れ
ま
で
公
民
館
で
活
動
し

て
い
た
自
主
サ
ー
ク
ル
団
体
の
活
動
拠
点

と
し
ま
す
。

新
た
な
体
制
へ

　
現
在
の
公
民
館
は
、
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

に
中
央
公
民
館
、
各
支
所
単
位
に
地
区
公

民
館
、
上
野
地
区
・
青
山
地
区
の
各
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
に
公
民
館
分
館
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
に
よ
っ
て
公
民
館
分

館
の
設
置
状
況
が
異
な
り
、
地
区
公
民
館

で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
市
全
域
で
均
衡
の
と

れ
た
学
習
体
制
に
再
編
し
、
生
涯
学
習
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
地
区
公
民
館
と
分
館
は
廃
止
し

ま
す
が
、
中
央
公
民
館
で
あ
る
伊
賀
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
社
会
教
育
指
導
員

を
3
人
配
置
し
、
全
市
的
な
生
涯
学
習

推
進
の
中
心
的
役
割
を
担
う
拠
点
と
し

て
機
能
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
身
近
な
場
所
に
あ
る
市

内
39
カ
所
の
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

新
た
な
拠
点
に
位
置
付
け
、生
涯
学
習
支

援
員
を
そ
れ
ぞ
れ
１
人
配
置
し
ま
す
。住

民
自
治
協
議
会
を
中
心
と
す
る
生
涯
学
習

活
動
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
整
え
ま
す
。
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。
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■
上
野
図
書
館
・
各
図
書
室

　
12
月
27
日
㈪
〜
1
月
４
日
㈫

　
⇩
休
館

※
島
ヶ
原
図
書
室
の
み

　
12
月
29
日
㈬
〜
1
月
4
日
㈫

　
⇩
休
館

【
問
い
合
わ
せ
】

○
上
野
図
書
館

　
☎
21
・
６
８
６
８

　
℻  
21
・
８
９
９
９

○
各
図
書
室

■
年
末
年
始
の
資
源
・ご

み
の
持
ち
込
み

　

処
理
施
設
へ
直
接
持
ち
込
む
場
合

は
、
必
ず
分
別
し
て
時
間
内
に
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。
必
ず
マ
ス
ク
と
手
袋
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
伊
賀
北

部
地
区
は
「
資
源
・
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
」、
伊
賀
南
部
地
区
は
「
ご

み
収
集
日
程
表
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
地
域
美
化
活
動
に
伴
う
減
免
申
請

は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
伊
賀
北
部
地
区
（
上
野
・
伊
賀
・　

　
島
ヶ
原
・
阿
山
・
大
山
田
）

○
可
燃
ご
み
、
硬
プ
ラ
・
革
製
品
類
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、び
ん
類
、

金
属
類
、
埋
立
ご
み
、
紙
・
布
類
、

粗
大
ご
み　
な
ど

【
受
付
日
】

　
年
末
：
12
月
30
日
㈭
ま
で　

　
年
始
：
1
月
4
日
㈫
か
ら　

※
日
曜
日
、
祝
日
は
休
場

※
12
月
５
日
㈰
は
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
付
時
間
】

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
手
数
料
】

　
50
㎏
以
下
５
０
０
円

※
50
㎏
を
超
え
る
場
合
は
、
50
㎏
ご
と

に
５
０
０
円
を
加
算

【
持
込
先
】

　
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
治
田
３
５
４
７
―
13
）

○
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
土
、
瓦
、
ブ
ロ
ッ

ク
、
レ
ン
ガ
、
タ
イ
ル　
な
ど

【
受
付
日
】

　
年
末
：
12
月
28
日
㈫
ま
で

　
年
始
：
1
月
４
日
㈫
か
ら

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
場
。

【
受
付
時
間
】　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

【
手
数
料
】

　
搬
入
車
両
の
最
大
積
載
量
に
１
０
０

㎏
あ
た
り
５
０
０
円
を
乗
じ
た
額

※
１
０
０
㎏
未
満
は
１
０
０
㎏
と
し

ま
す
。

※
搬
入
車
両
は
2
ｔ
車
以
下
に
限
り
ま
す
。

【
持
込
先
】

　
不
燃
物
処
理
場

　
（
西
高
倉
４
６
３
１
）

　
☎
23
・
８
９
９
１

【
問
い
合
わ
せ
】

○
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
20
・
９
２
７
２

　
℻  
20
・
２
５
７
５　

○
各
支
所
振
興
課

　
（
上
野
・
青
山
支
所
を
除
く
。）

▼
伊
賀
南
部
地
区　
（
青
山
）

○
燃
や
す
ご
み
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、資
源（
び

ん
類
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
古
紙・

古
布
な
ど
）、
粗
大
ご
み　
な
ど

【
受
付
日
】

　
年
末
：
12
月
29
日
㈬
ま
で

　
年
始
：
1
月
４
日
㈫
か
ら

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
場
。

※
12
月
19
日
㈰
は
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
付
時
間
】

　
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

※
12
月
29
日
㈬
の
み

　
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

【
手
数
料
】

　
10
㎏
ご
と
に
１
２
０
円

※
資
源
・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

無
料
で
す
。

【
持
込
先
】　

　
伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
（
奥
鹿
野
１
９
９
０
）

　
☎
53
・
１
１
２
０

【
問
い
合
わ
せ
】

○
伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合

　
☎
53
・
１
１
２
０

○
青
山
支
所
振
興
課

　
☎
52
・
１
１
１
２

■
住
民
票
の
写
し
・

印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　
12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

　
⇩
休
止

【
問
い
合
わ
せ
】　
戸
籍
住
民
課

　
☎
22
・
９
６
４
５

　
℻  
22
・
９
６
４
３

■
伊
賀
市
応
急
診
療
所

【
所
在
地
】　
上
野
桑
町
１
６
１
５

【
診
療
科
目
】　
一
般
診
療
・
小
児
科

【
診
療
時
間
】

◆
12
月
29
日
㈬

　
午
後
８
時
〜
11
時

◆
12
月
30
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈪

○
午
前
９
時
〜
正
午

○
午
後
２
時
〜
５
時

○
午
後
８
時
〜
11
時

※
受
付
時
間
は
、
診
療
終
了
時
刻
の

30
分
前
ま
で
で
す
。

※
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
検
査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
点
滴
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・
血
液

検
査
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
発
熱
や
風
邪
な
ど
の
症
状
が
あ
る

人
は
事
前
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
健
康
保
険
証
・
各
種
受
給
者
証
・
お

薬
手
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
伊
賀
市
応
急
診
療
所

　
☎
22
・
９
９
９
０

■
三
重
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９
・
２
２
９
・
１
１
９
９

　
受
診
で
き
る
医
療
機
関
を
案
内
し

ま
す
。（
24
時
間
年
中
無
休
）

■
伊
賀
市
救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

　
☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

　
医
師
、
看
護
師
な
ど
が
24
時
間
年

中
無
休
で
、
救
急
医
療
や
応
急
処
置

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
通
話
料
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　
阿
波
診
療
所

　
12
月
29
日
㈬
〜
1
月
３
日
㈪

　
⇩
休
診

【
問
い
合
わ
せ
】　
保
険
年
金
課

　
☎
22
・
９
６
５
９

　
℻  
26
・
０
１
５
１

■
二
次
救
急
実
施
病
院

【
診
療
時
間
】

　
午
前
8
時
45
分
〜
翌
日
午
前
8
時

45
分

※
岡
波
総
合
病
院
は
午
前
9
時
〜
翌

日
午
前
8
時
45
分

◆
12
月
29
日
㈬　
岡
波
総
合
病
院

◆
12
月
30
日
㈭　
名
張
市
立
病
院

◆
12
月
31
日
㈮

　
上
野
総
合
市
民
病
院

◆
１
月
１
日（
土
・
祝
）　
名
張
市
立
病
院

◆
１
月
２
日
㈰　

　
岡
波
総
合
病
院
・
名
張
市
立
病
院

◆
１
月
３
日
㈪　
岡
波
総
合
病
院

【
問
い
合
わ
せ
】　
医
療
福
祉
政
策
課

　
☎
22
・
９
７
０
５

　
℻  
22
・
９
６
７
３

■
市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・

　
行
政
バ
ス
の
運
行

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
に
ん
ま
る
」

　
12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

　
⇩
通
常
ダ
イ
ヤ
で
運
行

○
比
自
岐
コ
ス
モ
ス
号

○
い
が
ま
ち
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
島
ヶ
原
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
阿
山
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
大
山
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

　
12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

　
⇩
運
休

○
青
山
行
政
バ
ス

　
12
月
29
日
㈬
〜
31
日
㈮

　
⇩
土
曜
ダ
イ
ヤ
で
運
行

　
１
月
１
日（
土
・
祝
）
〜
３
日
㈪

　
⇩
運
休

【
問
い
合
わ
せ
】

○
交
通
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
６
３

　
℻  
22
・
９
６
９
４

○
三
重
交
通
㈱　
☎
66
・
３
７
１
５

○
各
支
所
振
興
課

　
（
上
野
支
所
を
除
く
。）

■
歯
科
診
療

【
診
療
時
間
】

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆
12
月
30
日
㈭　
藤
田
歯
科

　
（
緑
ケ
丘
中
町
１
５
４
７
―
10
）

　
☎
21
・
６
６
７
７

◆
12
月
31
日
㈮　
ま
つ
い
け
歯
科

　
（
四
十
九
町
２
１
１
５
―
３
）

　
☎
22
・
０
１
１
８

◆
１
月
２
日
㈰

　
峰
歯
科
・
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
（
上
野
西
大
手
町
３
５
９
８
）

　
☎
21
・
１
６
１
６

◆
１
月
３
日
㈪　
村
井
歯
科
医
院

　
（
上
野
忍
町
２
５
５
６
）

　
☎
21
・
１
３
４
７

※
事
前
に
電
話
で
確
認
し
、
健
康
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ
市
の
施
設
は
一
部
を
除
き
、
12
月
29
日
㈬
か
ら
１
月
３
日
㈪
ま
で
閉
庁
し
ま
す
。
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■
上
野
図
書
館
・
各
図
書
室

　
12
月
27
日
㈪
〜
1
月
４
日
㈫

　
⇩
休
館

※
島
ヶ
原
図
書
室
の
み

　
12
月
29
日
㈬
〜
1
月
4
日
㈫

　
⇩
休
館

【
問
い
合
わ
せ
】

○
上
野
図
書
館

　
☎
21
・
６
８
６
８

　
℻  
21
・
８
９
９
９

○
各
図
書
室

■
年
末
年
始
の
資
源
・ご

み
の
持
ち
込
み

　

処
理
施
設
へ
直
接
持
ち
込
む
場
合

は
、
必
ず
分
別
し
て
時
間
内
に
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。
必
ず
マ
ス
ク
と
手
袋
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
伊
賀
北

部
地
区
は
「
資
源
・
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
」、
伊
賀
南
部
地
区
は
「
ご

み
収
集
日
程
表
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
地
域
美
化
活
動
に
伴
う
減
免
申
請

は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
伊
賀
北
部
地
区
（
上
野
・
伊
賀
・　

　
島
ヶ
原
・
阿
山
・
大
山
田
）

○
可
燃
ご
み
、
硬
プ
ラ
・
革
製
品
類
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、び
ん
類
、

金
属
類
、
埋
立
ご
み
、
紙
・
布
類
、

粗
大
ご
み　
な
ど

【
受
付
日
】

　
年
末
：
12
月
30
日
㈭
ま
で　

　
年
始
：
1
月
4
日
㈫
か
ら　

※
日
曜
日
、
祝
日
は
休
場

※
12
月
５
日
㈰
は
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
付
時
間
】

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
手
数
料
】

　
50
㎏
以
下
５
０
０
円

※
50
㎏
を
超
え
る
場
合
は
、
50
㎏
ご
と

に
５
０
０
円
を
加
算

【
持
込
先
】

　
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
治
田
３
５
４
７
―
13
）

○
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
土
、
瓦
、
ブ
ロ
ッ

ク
、
レ
ン
ガ
、
タ
イ
ル　
な
ど

【
受
付
日
】

　
年
末
：
12
月
28
日
㈫
ま
で

　
年
始
：
1
月
４
日
㈫
か
ら

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
場
。

【
受
付
時
間
】　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

【
手
数
料
】

　
搬
入
車
両
の
最
大
積
載
量
に
１
０
０

㎏
あ
た
り
５
０
０
円
を
乗
じ
た
額

※
１
０
０
㎏
未
満
は
１
０
０
㎏
と
し

ま
す
。

※
搬
入
車
両
は
2
ｔ
車
以
下
に
限
り
ま
す
。

【
持
込
先
】

　
不
燃
物
処
理
場

　
（
西
高
倉
４
６
３
１
）

　
☎
23
・
８
９
９
１

【
問
い
合
わ
せ
】

○
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
20
・
９
２
７
２

　
℻  
20
・
２
５
７
５　

○
各
支
所
振
興
課

　
（
上
野
・
青
山
支
所
を
除
く
。）

▼
伊
賀
南
部
地
区　
（
青
山
）

○
燃
や
す
ご
み
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、資
源（
び

ん
類
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
古
紙・

古
布
な
ど
）、
粗
大
ご
み　
な
ど

【
受
付
日
】

　
年
末
：
12
月
29
日
㈬
ま
で

　
年
始
：
1
月
４
日
㈫
か
ら

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
場
。

※
12
月
19
日
㈰
は
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
付
時
間
】

　
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

※
12
月
29
日
㈬
の
み

　
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

【
手
数
料
】

　
10
㎏
ご
と
に
１
２
０
円

※
資
源
・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

無
料
で
す
。

【
持
込
先
】　

　
伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
（
奥
鹿
野
１
９
９
０
）

　
☎
53
・
１
１
２
０

【
問
い
合
わ
せ
】

○
伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合

　
☎
53
・
１
１
２
０

○
青
山
支
所
振
興
課

　
☎
52
・
１
１
１
２

■
住
民
票
の
写
し
・

印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　
12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

　
⇩
休
止

【
問
い
合
わ
せ
】　
戸
籍
住
民
課

　
☎
22
・
９
６
４
５

　
℻  
22
・
９
６
４
３

■
伊
賀
市
応
急
診
療
所

【
所
在
地
】　
上
野
桑
町
１
６
１
５

【
診
療
科
目
】　
一
般
診
療
・
小
児
科

【
診
療
時
間
】

◆
12
月
29
日
㈬

　
午
後
８
時
〜
11
時

◆
12
月
30
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈪

○
午
前
９
時
〜
正
午

○
午
後
２
時
〜
５
時

○
午
後
８
時
〜
11
時

※
受
付
時
間
は
、
診
療
終
了
時
刻
の

30
分
前
ま
で
で
す
。

※
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
検
査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
点
滴
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・
血
液

検
査
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
発
熱
や
風
邪
な
ど
の
症
状
が
あ
る

人
は
事
前
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
健
康
保
険
証
・
各
種
受
給
者
証
・
お

薬
手
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
伊
賀
市
応
急
診
療
所

　
☎
22
・
９
９
９
０

■
三
重
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９
・
２
２
９
・
１
１
９
９

　
受
診
で
き
る
医
療
機
関
を
案
内
し

ま
す
。（
24
時
間
年
中
無
休
）

■
伊
賀
市
救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

　
☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

　
医
師
、
看
護
師
な
ど
が
24
時
間
年

中
無
休
で
、
救
急
医
療
や
応
急
処
置

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
通
話
料
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　
阿
波
診
療
所

　
12
月
29
日
㈬
〜
1
月
３
日
㈪

　
⇩
休
診

【
問
い
合
わ
せ
】　
保
険
年
金
課

　
☎
22
・
９
６
５
９

　
℻  
26
・
０
１
５
１

■
二
次
救
急
実
施
病
院

【
診
療
時
間
】

　
午
前
8
時
45
分
〜
翌
日
午
前
8
時

45
分

※
岡
波
総
合
病
院
は
午
前
9
時
〜
翌

日
午
前
8
時
45
分

◆
12
月
29
日
㈬　
岡
波
総
合
病
院

◆
12
月
30
日
㈭　
名
張
市
立
病
院

◆
12
月
31
日
㈮

　
上
野
総
合
市
民
病
院

◆
１
月
１
日（
土
・
祝
）　
名
張
市
立
病
院

◆
１
月
２
日
㈰　

　
岡
波
総
合
病
院
・
名
張
市
立
病
院

◆
１
月
３
日
㈪　
岡
波
総
合
病
院

【
問
い
合
わ
せ
】　
医
療
福
祉
政
策
課

　
☎
22
・
９
７
０
５

　
℻  
22
・
９
６
７
３

■
市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・

　
行
政
バ
ス
の
運
行

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
に
ん
ま
る
」

　
12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

　
⇩
通
常
ダ
イ
ヤ
で
運
行

○
比
自
岐
コ
ス
モ
ス
号

○
い
が
ま
ち
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
島
ヶ
原
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
阿
山
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
大
山
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

　
12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

　
⇩
運
休

○
青
山
行
政
バ
ス

　
12
月
29
日
㈬
〜
31
日
㈮

　
⇩
土
曜
ダ
イ
ヤ
で
運
行

　
１
月
１
日（
土
・
祝
）
〜
３
日
㈪

　
⇩
運
休

【
問
い
合
わ
せ
】

○
交
通
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
６
３

　
℻  
22
・
９
６
９
４

○
三
重
交
通
㈱　
☎
66
・
３
７
１
５

○
各
支
所
振
興
課

　
（
上
野
支
所
を
除
く
。）

■
歯
科
診
療

【
診
療
時
間
】

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆
12
月
30
日
㈭　
藤
田
歯
科

　
（
緑
ケ
丘
中
町
１
５
４
７
―
10
）

　
☎
21
・
６
６
７
７

◆
12
月
31
日
㈮　
ま
つ
い
け
歯
科

　
（
四
十
九
町
２
１
１
５
―
３
）

　
☎
22
・
０
１
１
８

◆
１
月
２
日
㈰

　
峰
歯
科
・
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
（
上
野
西
大
手
町
３
５
９
８
）

　
☎
21
・
１
６
１
６

◆
１
月
３
日
㈪　
村
井
歯
科
医
院

　
（
上
野
忍
町
２
５
５
６
）

　
☎
21
・
１
３
４
７

※
事
前
に
電
話
で
確
認
し
、
健
康
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ
市
の
施
設
は
一
部
を
除
き
、
12
月
29
日
㈬
か
ら
１
月
３
日
㈪
ま
で
閉
庁
し
ま
す
。
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　高齢化に伴い、認知症の人の数は年々増加し、認知症による行方不明者も増加しています。行方不明になった場合、
発見に時間がかかると命に関わるため、できるだけ早く安全に発見・保護できるしくみづくりが重要です。
　認知症の症状があっても住み慣れた地域で安心して生活できるよう、市では次の事業を実施しています。また、
新たに 12月から、事故などで損害賠償を請求される事態に備える保険を付帯した事業も始めます。ご家族などが
抱えている課題に応じて、異なるタイプのサービスを組み合わせてご利用ください。
【対象者】　市内在住のおおむね 65歳以上で、認知症により行方不明になるおそれがあり、在宅で生活している人
のご家族など

住み慣れた地域で安心して暮らすために

ひとり歩き高齢者等見守り支援

【申込先・問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻   26-3950　 kaigo@city.iga.lg.jp

　外出中に行方不明になるおそれのある高齢者の情報を事前に登録します。登録
後、市から交付する「見守り安心シール」を高齢者の衣類やかばん、靴などに貼
り付けます。行方不明になった高齢者を発見した人が、そのシールの二次元コー
ドをスマートフォンなどで読み取ると、市や警察の連絡先が表示されます。連絡
先にシールの登録番号を伝えると身元が判明し、高齢者の家族などに連絡をとる
ことができます。 

　位置情報サービスとは、専用のGPS端末を使って、
行方不明になるおそれのある人の現在地情報を家族な
どが検索できるサービスです。GPS 端末は、かばん
に入れておいたり、靴に入れ込んだり、お守りとして
首から下げたりして使用することができます。機器は
次のＡタイプとＢタイプの２種類があり、ニーズに
合わせて選択できます。
【月額利用料（自己負担額）】　638円

＊…GPS 端末利用者が他人にけがをさせたり、他人の物を壊したりして、法律上の損害賠償責任を負った場合に備
える保険

見守り安心シール

位置情報サービス

Ⓐ個人賠償責任保険付GPS ⒷGPS 端末のみ

サイズ・重量 幅 3.85cm×高さ 4.75cm×厚さ 1.1cm
約 25.5 ｇ

幅 3.8cm×高さ 5.7cm×厚さ 1.5cm
約 34ｇ

探索方法

① 365 日 24 時間体制のコールセンター
へ電話による探索依頼

②インターネット環境（パソコン・携帯電
話）での探索

スマートフォンアプリでの探索

日常生活賠償補償＊ 保険金額３億円（上限）
（免責金額０円） なし

〈Ａタイプ〉 〈Ｂタイプ〉

登録番号

※靴は別途費用がかかります。

※実寸サイズ

新事業

個人賠償責任
保険付ＧＰＳ

　障害者週間は、障がいのある人たちの社会参加を推進し、障がいに対する理解と認識を深めるための週間です。
障がいのある人にどのような配慮や支援が必要なのかを知り、「誰もが心地よく安心して暮らせるまち」をつくり
ましょう。

【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　 shougai@city.iga.lg.jp

障がい者福祉に関する相談窓口 伊賀市障害者福祉連盟の
加入者を募集しています◆障がい者相談支援センター（本庁舎 1階）

　☎  26-7725　℻  24-7511　 iga-syougai1@ict.jp
　市が設置している相談窓口で、障害者手帳のあるなしに関わら
ず、障がいのある人やその家族からの障がい福祉サービスの利用
や困りごとについて相談に応じます。
◆伊賀市障がい者相談員
　市の委嘱で活動している相談員です。自身の経験をもとにアド
バイスをします。※敬称略

【身体】　藤原　泰則（石川）・橋本　たき子（久米町）・
　　　　赤井　聖功（阿保）・浜口　恵美子（緑ケ丘本町）・　
　　　　福地　申大（富永）・山本　志賀子（比土）・
　　　　増永　秀美（島ヶ原）

【知的】　船見　泰子（緑ケ丘本町）・海野　啓子（緑ケ丘西町）

　市内在住の障がいのある人やその家
族が相互の親睦を図り、障がい者共通
の問題の解決に向け、さまざまな活動
を行っている団体です。
【問い合わせ】
　伊賀市障害者福祉連盟事務局
　（伊賀市社会福祉協議会内）
　☎ 21-5866　℻  26-0002

2021 年５月　障害者差別解消法が改正されました
【施行日】　公布日（令和３年６月４日）から３年以内

　障害者差別解消法（障害を理由とする差別の解消
の推進に関する法律）とは、国や市などの行政機関、
会社やお店などの民間事業者での「障がいを理由と
する差別」をなくし、すべての人が共に生きる社会
をつくるための法律です。
　法の理念に基づき、すべての人が障がいのある人
に対して理解を示し、何か困っている様子を見かけ
たときは、まずは「何かお手伝いしましょうか」な
どの声かけをし、できる範囲で状況に応じた丁寧な
サポートをしましょう。

◆改正のポイント
　障がいを理由とする「不当な差別的取扱い」と「合
理的配慮の不提供」が民間事業者でも禁止されます。
　これまで民間事業者に対して、合理的配慮は努力
義務となっていましたが、今後は義務として、配慮
の提供が求められます。
※必要としている配慮はその人の障がい特性やその
場の状況などで異なるので、「対話」を通じて調
整することが大切です。

◆「不当な差別的取扱い」とは？
　正当な理由なく、障がいがあるということを理由
にしてサービスなどの提供を拒否したり、提供にあ
たって条件を付けたりすることです。
例）○受付の対応を拒否する
○学校の受験や入学を拒否する
○アパートなどの入居を断る
○本人を無視して付き添いの人だけに話しかける
○付き添いの人がいないことを理由に入店を断る

　など

◆「合理的配慮の提供」とは？
　障がいのある人は、社会の中にあるさまざまな障
壁によって生活しづらい場合があります。障がいの
ある人から、障壁を取り除くよう求められたときに、
負担になり過ぎない範囲で対応することです。
例）○段差がある場合、車椅子利用者の補助をする
○筆談、読み上げ、手話など、意思疎通の配慮を行う
○職場において障がいの特性に応じて休憩時間の調
整などを行う　など

障害者差別解消法をご存じですか？

12 月３日～９日は障害者週間です
トピックス
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　高齢化に伴い、認知症の人の数は年々増加し、認知症による行方不明者も増加しています。行方不明になった場合、
発見に時間がかかると命に関わるため、できるだけ早く安全に発見・保護できるしくみづくりが重要です。
　認知症の症状があっても住み慣れた地域で安心して生活できるよう、市では次の事業を実施しています。また、
新たに 12月から、事故などで損害賠償を請求される事態に備える保険を付帯した事業も始めます。ご家族などが
抱えている課題に応じて、異なるタイプのサービスを組み合わせてご利用ください。
【対象者】　市内在住のおおむね 65歳以上で、認知症により行方不明になるおそれがあり、在宅で生活している人
のご家族など

住み慣れた地域で安心して暮らすために

ひとり歩き高齢者等見守り支援

【申込先・問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻   26-3950　 kaigo@city.iga.lg.jp

　外出中に行方不明になるおそれのある高齢者の情報を事前に登録します。登録
後、市から交付する「見守り安心シール」を高齢者の衣類やかばん、靴などに貼
り付けます。行方不明になった高齢者を発見した人が、そのシールの二次元コー
ドをスマートフォンなどで読み取ると、市や警察の連絡先が表示されます。連絡
先にシールの登録番号を伝えると身元が判明し、高齢者の家族などに連絡をとる
ことができます。 

　位置情報サービスとは、専用のGPS端末を使って、
行方不明になるおそれのある人の現在地情報を家族な
どが検索できるサービスです。GPS 端末は、かばん
に入れておいたり、靴に入れ込んだり、お守りとして
首から下げたりして使用することができます。機器は
次のＡタイプとＢタイプの２種類があり、ニーズに
合わせて選択できます。
【月額利用料（自己負担額）】　638円

＊…GPS 端末利用者が他人にけがをさせたり、他人の物を壊したりして、法律上の損害賠償責任を負った場合に備
える保険

見守り安心シール

位置情報サービス

Ⓐ個人賠償責任保険付GPS ⒷGPS 端末のみ

サイズ・重量 幅 3.85cm×高さ 4.75cm×厚さ 1.1cm
約 25.5 ｇ

幅 3.8cm×高さ 5.7cm×厚さ 1.5cm
約 34ｇ

探索方法

① 365 日 24 時間体制のコールセンター
へ電話による探索依頼

②インターネット環境（パソコン・携帯電
話）での探索

スマートフォンアプリでの探索

日常生活賠償補償＊ 保険金額３億円（上限）
（免責金額０円） なし

〈Ａタイプ〉 〈Ｂタイプ〉

登録番号

※靴は別途費用がかかります。

※実寸サイズ

新事業

個人賠償責任
保険付ＧＰＳ

　障害者週間は、障がいのある人たちの社会参加を推進し、障がいに対する理解と認識を深めるための週間です。
障がいのある人にどのような配慮や支援が必要なのかを知り、「誰もが心地よく安心して暮らせるまち」をつくり
ましょう。

【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　 shougai@city.iga.lg.jp

障がい者福祉に関する相談窓口 伊賀市障害者福祉連盟の
加入者を募集しています◆障がい者相談支援センター（本庁舎 1階）

　☎  26-7725　℻  24-7511　 iga-syougai1@ict.jp
　市が設置している相談窓口で、障害者手帳のあるなしに関わら
ず、障がいのある人やその家族からの障がい福祉サービスの利用
や困りごとについて相談に応じます。
◆伊賀市障がい者相談員
　市の委嘱で活動している相談員です。自身の経験をもとにアド
バイスをします。※敬称略

【身体】　藤原　泰則（石川）・橋本　たき子（久米町）・
　　　　赤井　聖功（阿保）・浜口　恵美子（緑ケ丘本町）・　
　　　　福地　申大（富永）・山本　志賀子（比土）・
　　　　増永　秀美（島ヶ原）

【知的】　船見　泰子（緑ケ丘本町）・海野　啓子（緑ケ丘西町）

　市内在住の障がいのある人やその家
族が相互の親睦を図り、障がい者共通
の問題の解決に向け、さまざまな活動
を行っている団体です。
【問い合わせ】
　伊賀市障害者福祉連盟事務局
　（伊賀市社会福祉協議会内）
　☎ 21-5866　℻  26-0002

2021 年５月　障害者差別解消法が改正されました
【施行日】　公布日（令和３年６月４日）から３年以内

　障害者差別解消法（障害を理由とする差別の解消
の推進に関する法律）とは、国や市などの行政機関、
会社やお店などの民間事業者での「障がいを理由と
する差別」をなくし、すべての人が共に生きる社会
をつくるための法律です。
　法の理念に基づき、すべての人が障がいのある人
に対して理解を示し、何か困っている様子を見かけ
たときは、まずは「何かお手伝いしましょうか」な
どの声かけをし、できる範囲で状況に応じた丁寧な
サポートをしましょう。

◆改正のポイント
　障がいを理由とする「不当な差別的取扱い」と「合
理的配慮の不提供」が民間事業者でも禁止されます。
　これまで民間事業者に対して、合理的配慮は努力
義務となっていましたが、今後は義務として、配慮
の提供が求められます。
※必要としている配慮はその人の障がい特性やその
場の状況などで異なるので、「対話」を通じて調
整することが大切です。

◆「不当な差別的取扱い」とは？
　正当な理由なく、障がいがあるということを理由
にしてサービスなどの提供を拒否したり、提供にあ
たって条件を付けたりすることです。
例）○受付の対応を拒否する
○学校の受験や入学を拒否する
○アパートなどの入居を断る
○本人を無視して付き添いの人だけに話しかける
○付き添いの人がいないことを理由に入店を断る

　など

◆「合理的配慮の提供」とは？
　障がいのある人は、社会の中にあるさまざまな障
壁によって生活しづらい場合があります。障がいの
ある人から、障壁を取り除くよう求められたときに、
負担になり過ぎない範囲で対応することです。
例）○段差がある場合、車椅子利用者の補助をする
○筆談、読み上げ、手話など、意思疎通の配慮を行う
○職場において障がいの特性に応じて休憩時間の調
整などを行う　など

障害者差別解消法をご存じですか？

12 月３日～９日は障害者週間です
トピックス
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新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

成
人
式
の
お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
前
途
を
祝
福
し
、

成
人
式
を
行
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

徹
底
し
て
実
施
し
ま
す
が
、
今
後
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
に

よ
っ
て
、
時
間
短
縮
で
の
開
催
や
延
期
開

催
、
動
画
配
信
な
ど
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

【
と　
き
】　
１
月
９
日
㈰　
午
後
１
時
〜

　
（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
〜
）

※
保
護
者
も
含
め
、
新
成
人
以
外
の
人
は

入
場
で
き
ま
せ
ん
。

※
入
場
前
に
体
温
計
測
を
行
い
ま
す
。
時

間
に
余
裕
を
も
っ
て
早
め
に
来
場
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
37
・
５
度
以
上
の

発
熱
ま
た
は
体
調
不
良
な
ど
感
染
症
の

疑
い
の
あ
る
人
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
人
は
入
場

で
き
ま
せ
ん
。
館
内
で
は
常
時
マ
ス
ク

の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
可
能
な
限

り
不
織
布
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ

い
。
マ
ス
ク
の
提
供
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
各
自
で
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
と
こ
ろ
】

※
感
染
症
対
策
の
た
め
、
一
部
の
会
場
を

変
更
し
て
い
ま
す
。

○
崇
広
中
学
校
区　
崇
広
中
学
校
体
育
館

○
緑
ケ
丘
中
学
校
区

　
緑
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

○
城
東
中
学
校
区　
城
東
中
学
校
体
育
館

○
上
野
南
中
学
校
区

　
上
野
南
中
学
校
体
育
館

○
阿
山
中
学
校
区

　
あ
や
ま
文
化
セ
ン
タ
ー
さ
ん
さ
ん
ホ
ー
ル

○
柘
植
・
霊
峰
中
学
校
区　

　
い
が
ま
ち
複
合
施
設
小
ホ
ー
ル

　
（
旧
ふ
る
さ
と
会
館
い
が
）

○
大
山
田
中
学
校
区　
ど
ん
ぐ
り
ホ
ー
ル

○
青
山
中
学
校
区　
青
山
ホ
ー
ル

○
島
ヶ
原
中
学
校
区

　
島
ヶ
原
温
泉
多
目
的
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】　
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
11
月
22
日
現
在
、
伊
賀
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
人
に
12
月
初
旬
に
案
内
状
を
発
送

し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
参
加
者
の
連
絡
先
を
把
握
す

る
た
め
、
案
内
状
に
電
話
番
号
（
携
帯
電

話
）
を
記
入
の
上
、
当
日
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
伊
賀
市
出
身
の
人
で
、
現
在
、

学
校
や
就
職
な
ど
で
転
出
し
て
い
る
人
も

出
席
で
き
ま
す
が
、
案
内
状
が
届
き
ま
せ

ん
の
で
、
当
日
受
付
で
本
人
（
年
齢
）
確

認
書
類
（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※写真は昨年度の成人式の様子

トピックス　

成
人
式
に
関
す
る
情
報
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

トピックス
◆
リ
モ
ー
ト
講
座

　
〜
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

活
用
に
つ
い
て
〜

　
リ
モ
ー
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
遠
く
離
れ

て
い
て
も
顔
を
見
な
が
ら
会
話
や
会
議
が

で
き
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚｏｏｍ
」

を
使
っ
た
初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

【
と　
き
】

　
１
月
22
日
㈯　
午
前
10
時
〜
正
午

【
と
こ
ろ
】　
小
田
公
民
館　
ホ
ー
ル

【
講　
師
】

　
伊
賀
上
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
社
員　

【
定　
員
】

　
20
人
（
市
内
在
住・在
勤
の
18
歳
以
上
）

◆
は
じ
め
て
の
イ
ラ
ス
ト
教
室

　
絵
が
苦
手
な
人
、
は
じ
め
て
の
人
で
も

か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
笑
顔
、
泣
き
顔
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
顔
の
イ
ラ
ス
ト
に
も
挑

戦
し
ま
す
。

【
と　
き
】　
１
月
22
日
㈯ 

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

　
上
野
東
部
公
民
館　
３
階
会
議
室

【
講　
師
】

　
八
幡　
仁
子
さ
ん

【
定　
員
】

　
20
組
（
小
学
生
以
上
）

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

◆
姿
勢
・
骨
盤
矯
正
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　
体
を
動
か
す
機
会
が
減
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
を
楽
し
み
な
が
ら
、

姿
勢
・
骨
盤
の
ゆ
が
み
を
も
と
に
戻
し
て

い
き
ま
す
。

【
と　
き
】

　
１
月
22
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

【
と
こ
ろ
】

　
旧
長
田
小
学
校
体
育
館

【
講　
師
】

　
高
田　
恵
美
子
さ
ん

【
定　
員
】　
20
人

◆
心
の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

〜
幸
せ
に
生
き
る
魔
法
〜

　
あ
な
た
に
と
っ
て
、
幸
せ
と
は
ど
ん
な

状
態
で
す
か
。

　
体
だ
け
で
な
く
、
心
も
ス
ト
レ
ッ
チ
す

る
と
幸
せ
を
見
つ
け
や
す
く
な
り
ま
す
よ
。

【
と　
き
】　
２
月
20
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

　
上
野
東
部
公
民
館　
３
階
会
議
室

【
講　
師
】

　
助
産
師　
林　
み
ち
子
さ
ん

【
定　
員
】　
20
人

◆
は
じ
め
て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
持
っ
て
い
る
け
れ

ど
操
作
に
自
信
が
な
い
、
ま
た
、
こ
れ
か

ら
活
用
し
た
い
と
い
う
人
の
た
め
の
初
心

者
向
け
講
座
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

貸
出
し
も
あ
り
ま
す
。

【
と　
き
】

　
３
月
５
日
㈯　
午
後
１
時
〜
３
時

【
と
こ
ろ
】　
ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー

　

２
階
大
会
議
室

【
講　
師
】

　
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
伊
賀
緑
ケ
丘
店

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
師

【
定　
員
】　
20
人

【
申
込
方
法
】

　

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
地
区
公
民

館
、
分
館
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
込
先
ま
で
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　
12
月
10
日
㈮
〜
１
月
７
日
㈮

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
を
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

新
た
に
５
講
座
開
講
し
ま
す

地
域
出
前
講
座
参
加
者
募
集

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp
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新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

成
人
式
の
お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
前
途
を
祝
福
し
、

成
人
式
を
行
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

徹
底
し
て
実
施
し
ま
す
が
、
今
後
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
に

よ
っ
て
、
時
間
短
縮
で
の
開
催
や
延
期
開

催
、
動
画
配
信
な
ど
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

【
と　
き
】　
１
月
９
日
㈰　
午
後
１
時
〜

　
（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
〜
）

※
保
護
者
も
含
め
、
新
成
人
以
外
の
人
は

入
場
で
き
ま
せ
ん
。

※
入
場
前
に
体
温
計
測
を
行
い
ま
す
。
時

間
に
余
裕
を
も
っ
て
早
め
に
来
場
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
37
・
５
度
以
上
の

発
熱
ま
た
は
体
調
不
良
な
ど
感
染
症
の

疑
い
の
あ
る
人
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
人
は
入
場

で
き
ま
せ
ん
。
館
内
で
は
常
時
マ
ス
ク

の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
可
能
な
限

り
不
織
布
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ

い
。
マ
ス
ク
の
提
供
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
各
自
で
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
と
こ
ろ
】

※
感
染
症
対
策
の
た
め
、
一
部
の
会
場
を

変
更
し
て
い
ま
す
。

○
崇
広
中
学
校
区　
崇
広
中
学
校
体
育
館

○
緑
ケ
丘
中
学
校
区

　
緑
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

○
城
東
中
学
校
区　
城
東
中
学
校
体
育
館

○
上
野
南
中
学
校
区

　
上
野
南
中
学
校
体
育
館

○
阿
山
中
学
校
区

　
あ
や
ま
文
化
セ
ン
タ
ー
さ
ん
さ
ん
ホ
ー
ル

○
柘
植
・
霊
峰
中
学
校
区　

　
い
が
ま
ち
複
合
施
設
小
ホ
ー
ル

　
（
旧
ふ
る
さ
と
会
館
い
が
）

○
大
山
田
中
学
校
区　
ど
ん
ぐ
り
ホ
ー
ル

○
青
山
中
学
校
区　
青
山
ホ
ー
ル

○
島
ヶ
原
中
学
校
区

　
島
ヶ
原
温
泉
多
目
的
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】　
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
11
月
22
日
現
在
、
伊
賀
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
人
に
12
月
初
旬
に
案
内
状
を
発
送

し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
参
加
者
の
連
絡
先
を
把
握
す

る
た
め
、
案
内
状
に
電
話
番
号
（
携
帯
電

話
）
を
記
入
の
上
、
当
日
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
伊
賀
市
出
身
の
人
で
、
現
在
、

学
校
や
就
職
な
ど
で
転
出
し
て
い
る
人
も

出
席
で
き
ま
す
が
、
案
内
状
が
届
き
ま
せ

ん
の
で
、
当
日
受
付
で
本
人
（
年
齢
）
確

認
書
類
（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※写真は昨年度の成人式の様子

トピックス　

成
人
式
に
関
す
る
情
報
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

トピックス
◆
リ
モ
ー
ト
講
座

　
〜
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

活
用
に
つ
い
て
〜

　
リ
モ
ー
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
遠
く
離
れ

て
い
て
も
顔
を
見
な
が
ら
会
話
や
会
議
が

で
き
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚｏｏｍ
」

を
使
っ
た
初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

【
と　
き
】

　
１
月
22
日
㈯　
午
前
10
時
〜
正
午

【
と
こ
ろ
】　
小
田
公
民
館　
ホ
ー
ル

【
講　
師
】

　
伊
賀
上
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
社
員　

【
定　
員
】

　
20
人
（
市
内
在
住・在
勤
の
18
歳
以
上
）

◆
は
じ
め
て
の
イ
ラ
ス
ト
教
室

　
絵
が
苦
手
な
人
、
は
じ
め
て
の
人
で
も

か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
笑
顔
、
泣
き
顔
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
顔
の
イ
ラ
ス
ト
に
も
挑

戦
し
ま
す
。

【
と　
き
】　
１
月
22
日
㈯ 

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

　
上
野
東
部
公
民
館　
３
階
会
議
室

【
講　
師
】

　
八
幡　
仁
子
さ
ん

【
定　
員
】

　
20
組
（
小
学
生
以
上
）

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

◆
姿
勢
・
骨
盤
矯
正
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　
体
を
動
か
す
機
会
が
減
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
を
楽
し
み
な
が
ら
、

姿
勢
・
骨
盤
の
ゆ
が
み
を
も
と
に
戻
し
て

い
き
ま
す
。

【
と　
き
】

　
１
月
22
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

【
と
こ
ろ
】

　
旧
長
田
小
学
校
体
育
館

【
講　
師
】

　
高
田　
恵
美
子
さ
ん

【
定　
員
】　
20
人

◆
心
の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

〜
幸
せ
に
生
き
る
魔
法
〜

　
あ
な
た
に
と
っ
て
、
幸
せ
と
は
ど
ん
な

状
態
で
す
か
。

　
体
だ
け
で
な
く
、
心
も
ス
ト
レ
ッ
チ
す

る
と
幸
せ
を
見
つ
け
や
す
く
な
り
ま
す
よ
。

【
と　
き
】　
２
月
20
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

　
上
野
東
部
公
民
館　
３
階
会
議
室

【
講　
師
】

　
助
産
師　
林　
み
ち
子
さ
ん

【
定　
員
】　
20
人

◆
は
じ
め
て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
持
っ
て
い
る
け
れ

ど
操
作
に
自
信
が
な
い
、
ま
た
、
こ
れ
か

ら
活
用
し
た
い
と
い
う
人
の
た
め
の
初
心

者
向
け
講
座
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

貸
出
し
も
あ
り
ま
す
。

【
と　
き
】

　
３
月
５
日
㈯　
午
後
１
時
〜
３
時

【
と
こ
ろ
】　
ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー

　

２
階
大
会
議
室

【
講　
師
】

　
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
伊
賀
緑
ケ
丘
店

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
師

【
定　
員
】　
20
人

【
申
込
方
法
】

　

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
地
区
公
民

館
、
分
館
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
込
先
ま
で
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　
12
月
10
日
㈮
〜
１
月
７
日
㈮

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
を
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

新
た
に
５
講
座
開
講
し
ま
す

地
域
出
前
講
座
参
加
者
募
集

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp
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伊
賀
市
青
少
年
育
成
市
民
連
絡
会
議

（
伊い

青せ
い

連れ
ん

）
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

し
、
１
３
８
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
マ
ー
ク
や

マ
ー
ク
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３
点
を

選
出
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
作
品
を
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
採

用
し
、
広
報
・
啓
発
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
各
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

※
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

伊
青
連
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
定

トピックス

トピックス

青
少
年
相
談
〜
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　
伊
賀
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少

年
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
、
関
係
者
か
ら
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
電
話
と
対
面
で
受
け

て
い
ま
す
。匿
名
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
複
雑
な
社
会
情
勢
の
中
、
個
人
や
家
族

だ
け
で
は
解
決
し
き
れ
な
い
問
題
も
多
く

あ
り
ま
す
。
情
報
の
提
供
や
他
機
関
へ
の

紹
介
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
満
20
歳
未
満
の
青
少
年
と
そ
の
家
族
や

関
係
者

【
相
談
場
所
】　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
上
友
生
７
８
５　

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

１
階
）

【
相
談
電
話
番
号
】　
☎
24
・
３
２
５
１

【
相
談
時
間
】 　
平
日
午
後
１
時
〜
６
時

※
金
曜
日
の
み
午
後
３
時
ま
で

※
年
末
年
始
を
除
く
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

阿山中学校２年　森本　耕平

【
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

阿山中学校１年　山本　蕗

山川　陽子

阿山中学校１年　宇佐　充生

【青少年】
○交友関係で悩んでいる
○将来のことや生き方に不安が
ある

○インターネットなどでトラブ
ルになっている

○親との関係がうまくいってい
ない

○学校へ行きたくない　　など

【保護者や大人】
○子どもが家に帰ってこないこと
が多い

○子どもが対人関係でトラブルに
なっているようで心配

○近所に気になる子がいるがどう
すればよいのか分からない

など

◆
最
優
秀
賞

◆
優
秀
賞

トピックス

トピックス

人
権
作
品
市
長
賞
作
品

　
本
人
通
知
制
度
は
、
事
前
に
登
録
し
た

人
の
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
、
代
理
人
な

ど
の
第
三
者
が
請
求
し
市
が
交
付
し
た
と

き
に
、
そ
の
事
実
を
郵
送
で
お
知
ら
せ
す

る
制
度
で
す
。

　
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
交
付
し
た
こ
と

を
通
知
す
る
こ
と
で
、
そ
の
請
求
が
不
正

で
あ
っ
た
場
合
の
早
期
発
見
、
個
人
情
報

の
不
正
使
用
防
止
や
事
実
関
係
の
早
期
究

明
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
登
録
で
き
る
人
】

○
市
の
住
民
基
本
台
帳
か
戸
籍
の
附
票
に

記
録
さ
れ
て
い
る
人

○
市
の
戸
籍
（
除
か
れ
た
戸
籍
を
含
む
。）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

【
通
知
対
象
と
な
る
証
明
書
の
種
別
】

○
住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含
む
。）

○
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
（
除
籍
・
改
製
原
戸

籍
を
含
む
。）

○
戸
籍
の
附
票
の
写
し（
除
附
票
を
含
む
。）

※
本
人
通
知
制
度
登
録
日
の
翌
日
以
降
に

交
付
し
た
も
の

【
本
人
通
知
の
記
載
事
項
】

　
証
明
書
を
交
付
し
た
場
合
の
通
知
内
容

は
次
の
４
項
目
で
す
。

○
交
付
年
月
日　

○
交
付
証
明
書
の
種
別　

○
交
付
枚
数　

○
交
付
請
求
者
の
種
別

※
交
付
請
求
者
の
氏
名
や
住
所
を
通
知
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
登
録
方
法
】

　
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
の
上
、

戸
籍
住
民
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
福
祉
課

で
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
法
定
代
理

人
の
場
合
は
戸
籍
謄
本
な
ど
の
資
格
を
証

明
す
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
通
知
制
度
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
問
題

に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
人
権
意
識
を
高

め
る
た
め
に
、
毎
年
人
権
作
品
（
作
文
・

ポ
ス
タ
ー・標
語
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
１
４
，５
４
４
点
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
、
市
長
賞
・
優
秀
賞
・
佳
作
・

入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
各
部
門
で
市
長
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
作
文

○
小
学
生
の
部

　
「『
コ
ロ
ナ
差
別
』か
ら
振
り
返
っ
た
こ
と
」

　
上
野
東
小
学
校
６
年　
松
崎　
里
紗

○
中
学
生
の
部

　
「
言
葉
選
び
」

　
阿
山
中
学
校
３
年　
髙
森　
結
衣　

◆
標
語

○
小
学
生
の
部

　
「
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
う　
自
分
の
ふ
つ
う
」

　
成
和
東
小
学
校
６
年　
有
年　
綸
子

○
中
学
生
の
部

　
「
知
る
こ
と
が　
あ
の
子
に
よ
り
そ
う

　
第
一
歩
」

　
崇
広
中
学
校
３
年　
増
森　
友
菜

○
一
般
の
部

　
「
多
様
性　
認
め
合
う
社
会
に

　
未
来
あ
り
」

　
柘
植
町　
山
川　
直
人

◆
ポ
ス
タ
ー

○
小
学
校
低
学
年
の
部

○
小
学
校
高
学
年
の
部

○
中
学
生
の
部

中瀬小学校３年
福嶋　勇人

霊峰中学校３年
岩本　優衣

西柘植小学校６年
佐々木　美瑠

【
問
い
合
わ
せ
】　
戸
籍
住
民
課

　
☎
22
・
９
６
４
５　
℻  
22
・
９
６
４
３　

juum
in@

city.iga.lg.jp

第三者 登録者

①請求

②交付
③通知
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伊
賀
市
青
少
年
育
成
市
民
連
絡
会
議

（
伊い

青せ
い

連れ
ん

）
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

し
、
１
３
８
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
マ
ー
ク
や

マ
ー
ク
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３
点
を

選
出
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
作
品
を
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
採

用
し
、
広
報
・
啓
発
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
各
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

※
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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連
シ
ン
ボ
ル
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決
定
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青
少
年
相
談
〜
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　
伊
賀
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少

年
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
、
関
係
者
か
ら
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
電
話
と
対
面
で
受
け

て
い
ま
す
。匿
名
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
複
雑
な
社
会
情
勢
の
中
、
個
人
や
家
族

だ
け
で
は
解
決
し
き
れ
な
い
問
題
も
多
く

あ
り
ま
す
。
情
報
の
提
供
や
他
機
関
へ
の

紹
介
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
満
20
歳
未
満
の
青
少
年
と
そ
の
家
族
や

関
係
者

【
相
談
場
所
】　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
上
友
生
７
８
５　

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

１
階
）

【
相
談
電
話
番
号
】　
☎
24
・
３
２
５
１

【
相
談
時
間
】 　
平
日
午
後
１
時
〜
６
時

※
金
曜
日
の
み
午
後
３
時
ま
で

※
年
末
年
始
を
除
く
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

阿山中学校２年　森本　耕平
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せ
】　
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・
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６
９
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gakushuu@
city.iga.lg.jp

阿山中学校１年　山本　蕗

山川　陽子

阿山中学校１年　宇佐　充生

【青少年】
○交友関係で悩んでいる
○将来のことや生き方に不安が
ある

○インターネットなどでトラブ
ルになっている

○親との関係がうまくいってい
ない

○学校へ行きたくない　　など

【保護者や大人】
○子どもが家に帰ってこないこと
が多い

○子どもが対人関係でトラブルに
なっているようで心配

○近所に気になる子がいるがどう
すればよいのか分からない

など

◆
最
優
秀
賞

◆
優
秀
賞

トピックス

トピックス

人
権
作
品
市
長
賞
作
品

　
本
人
通
知
制
度
は
、
事
前
に
登
録
し
た

人
の
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
、
代
理
人
な

ど
の
第
三
者
が
請
求
し
市
が
交
付
し
た
と

き
に
、
そ
の
事
実
を
郵
送
で
お
知
ら
せ
す

る
制
度
で
す
。

　
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
交
付
し
た
こ
と

を
通
知
す
る
こ
と
で
、
そ
の
請
求
が
不
正

で
あ
っ
た
場
合
の
早
期
発
見
、
個
人
情
報

の
不
正
使
用
防
止
や
事
実
関
係
の
早
期
究

明
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
登
録
で
き
る
人
】

○
市
の
住
民
基
本
台
帳
か
戸
籍
の
附
票
に

記
録
さ
れ
て
い
る
人

○
市
の
戸
籍
（
除
か
れ
た
戸
籍
を
含
む
。）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

【
通
知
対
象
と
な
る
証
明
書
の
種
別
】

○
住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含
む
。）

○
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
（
除
籍
・
改
製
原
戸

籍
を
含
む
。）

○
戸
籍
の
附
票
の
写
し（
除
附
票
を
含
む
。）

※
本
人
通
知
制
度
登
録
日
の
翌
日
以
降
に

交
付
し
た
も
の

【
本
人
通
知
の
記
載
事
項
】

　
証
明
書
を
交
付
し
た
場
合
の
通
知
内
容

は
次
の
４
項
目
で
す
。

○
交
付
年
月
日　

○
交
付
証
明
書
の
種
別　

○
交
付
枚
数　

○
交
付
請
求
者
の
種
別

※
交
付
請
求
者
の
氏
名
や
住
所
を
通
知
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
登
録
方
法
】

　
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
の
上
、

戸
籍
住
民
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
福
祉
課

で
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
法
定
代
理

人
の
場
合
は
戸
籍
謄
本
な
ど
の
資
格
を
証

明
す
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
通
知
制
度
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
問
題

に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
人
権
意
識
を
高

め
る
た
め
に
、
毎
年
人
権
作
品
（
作
文
・

ポ
ス
タ
ー・標
語
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
１
４
，５
４
４
点
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
、
市
長
賞
・
優
秀
賞
・
佳
作
・

入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
各
部
門
で
市
長
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
作
文

○
小
学
生
の
部

　
「『
コ
ロ
ナ
差
別
』か
ら
振
り
返
っ
た
こ
と
」

　
上
野
東
小
学
校
６
年　
松
﨑　
里
紗

○
中
学
生
の
部

　
「
言
葉
選
び
」

　
阿
山
中
学
校
３
年　
髙
森　
結
衣　

◆
標
語

○
小
学
生
の
部

　
「
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
う　
自
分
の
ふ
つ
う
」

　
成
和
東
小
学
校
６
年　
有
年　
綸
子

○
中
学
生
の
部

　
「
知
る
こ
と
が　
あ
の
子
に
よ
り
そ
う

　
第
一
歩
」

　
崇
広
中
学
校
３
年　
増
森　
友
菜

○
一
般
の
部

　
「
多
様
性　
認
め
合
う
社
会
に

　
未
来
あ
り
」

　
柘
植
町　
山
川　
直
人

◆
ポ
ス
タ
ー

○
小
学
校
低
学
年
の
部

○
小
学
校
高
学
年
の
部

○
中
学
生
の
部

中瀬小学校３年
福嶋　勇人

霊峰中学校３年
岩本　優衣

西柘植小学校６年
佐々木　美瑠

【
問
い
合
わ
せ
】　
戸
籍
住
民
課

　
☎
22
・
９
６
４
５　
℻  
22
・
９
６
４
３　

juum
in@
city.iga.lg.jp

第三者 登録者

①請求

②交付
③通知

市役所
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トピックス

トピックス

消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

　
市
で
収
集
や
受
け
入
れ
を
し
て
い
な
い

消
火
器
は
、（
一
社
）
日
本
消
火
器
工
業
会

が
地
域
の
販
売
代
理
店
（
リ
サ
イ
ク
ル
窓

口
）
と
協
力
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
国

内
メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
た
消
火
器
が
対
象

で
す
。「
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
消
火
具
」や「
外

国
製
消
火
器
」は
対
象
外
で
す
。エ
ア
ゾ
ー

ル
式
消
火
具
は
消
火
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ス
プ
レ
ー
缶
と
同
様
に
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

　
中
身
の
薬
剤
の
出
し
方
は
、
製
造
元
ま

た
は
販
売
元
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
各
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
消

火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
消
火
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
処
分
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先
】

　
㈱
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
 ０
３・５
８
２
９・
６
７
７
３

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
各
企
業
を
検
索
ま

た
は
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
日
本
ド
ラ
イ
ケ
ミ
カ
ル

○
初
田
製
作
所

○
マ
ル
ヤ
マ
エ
ク
セ
ル　

○
モ
リ
タ
宮
田
工
業　

○
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク

水
道
管
の
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
】　
廃
棄
物
対
策
課

　
☎
20
・
１
０
５
０　
℻  
20
・
２
５
７
５　

haikibutsu@
city.iga.lg.jp

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る

と
、
水
道
管
の
中
の
水
が
凍
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
水

道
管
の
凍
結
や
破
損
事
故
な
ど
が
多
く
起

こ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
水
道
管
の
凍
結
防
止
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
防
寒
材
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う

　
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
や
蛇

口
に
、
保
温
材
・
古
い
毛
布
・
布
き
れ
な

ど
を
巻
き
つ
け
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
な
ど
を
巻
い
て
保
護
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

　
凍
っ
た
と
思
わ
れ
る
水
道
管
の
露
出
し

た
部
分
に
、
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ

の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、

水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
し
た
と
き

　
量
水
器
（
メ
ー
タ
ー
）
の
そ
ば
に
あ
る

止
水
栓
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
止
水
栓
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
止
め
ら
れ
な
い
と

き
は
、
破
損
し
た
部
分
に
布
や
テ
ー
プ
な

ど
を
巻
き
つ
け
て
応
急
処
置
を
し
、
市
の

水
道
指
定
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

※
量
水
器
よ
り
内
線(

宅
内)

側
で
、
破

損
（
漏
水
）
に
よ
り
発
生
し
た
水
道
の

料
金
は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
水
道
指
定
工
事
店
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

「
伊
賀
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
長
期
間
留
守
に
す
る
場
合
は
、
止
水
栓

を
閉
め
る
な
ど
の
対
応
を
お
勧
め
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

○
水
道
の
給
水
申
し
込
み
・
漏
水
・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
な
ど

　
上
下
水
道
部
水
道
工
務
課

　
☎
24
・
０
０
０
２　
℻  
24
・
０
０
０
６　

suidou-koum
u@

city.iga.lg.jp

○
検
針
・
開
閉
栓
・
料
金
な
ど

　
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー　
☎
24
・
０
０
１
３　
℻  
24
・
０
０
０
７

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）
を
除
く
。

環
境
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
環
境
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
２
４　
℻  
22
・
９
６
４
１　

kankyou@
city.iga.lg.jp

　
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
環

境
保
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、２
１
２
点
の
応
募
が
あ
り
、

選
考
会
で
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
優
秀
作
品
は
今
後
啓
発
活
動
に

活
用
し
ま
す
。
各
賞
の
受
賞
者
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
市
長
賞

◆
教
育
長
賞

　
◆
環
境
保
全
市
民
会
議
賞

　
城
東
中
学
校
１
年　
竹
森　
真
子

　
上
野
北
小
学
校
６
年　
垣
内　
日
和

◆
優
秀
賞

　
城
東
中
学
校
１
年　
萩
野　
愛
結

　
城
東
中
学
校
２
年　
杉
田　
リ
オ

　
上
野
北
小
学
校
６
年　
福
田　
晶
翔

　
上
野
西
小
学
校
６
年　
山
口　
は
な

【
と　
き
】

　

２
月
27
日
㈰

　
午
後
０
時
15
分
〜
１
時

　
開
場
：
午
前
11
時
15
分

　
開
演
：
午
前
11
時
50
分

【
と
こ
ろ
】　
伊
賀
市
文
化
会
館

【
出
演
者
】　
鳥
羽
一
郎
、
丘
み
ど
り

◆
出
場
申
込

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.nhk.or.jp/tsu/

○
郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製
を
除
く
。）
の

場
合

（
往
信
用
裏
面
）

　
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業 

（
学
生

は
学
年
、部
活
動
な
ど
）、曲
目
と
歌
手
名
、

選
曲
理
由
（
詳
し
く
）

（
返
信
用
表
面
）

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
あ
て
先
）
〒
５
１
４

－

８
５
３
１ 

　
津
市
丸
之
内
養
正
町
４

－

８

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
（
伊
賀
市
）」
出
場
係

【
申
込
期
限
】　
１
月
11
日
㈫
必
着

※
予
選
会
（
非
公
開
）

　

２
月
26
日
㈯　
正
午
〜

◆
観
覧
申
込

　

郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製
を
除
く
。）
で

の
み
受
け
付
け
ま
す
。

（
往
信
用
裏
面
）

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

観
覧
希
望
人
数
（
２
人
ま
で
）

（
返
信
用
表
面
）

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
あ
て
先
）
〒
５
１
４

－

８
５
３
１ 

　
津
市
丸
之
内
養
正
町
４

－

８

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
（
伊
賀
市
）」
観
覧
係

【
申
込
期
限
】　
１
月
18
日
㈫
必
着

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
注

意
事
項
な
ど
を
必
ず
ご
確
認
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

抽
選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
は
受
信
契
約
者
情
報
と
の
照
合
、
受

信
料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
参
加
者
募
集

【
問
い
合
わ
せ
】　

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局

　
☎
０
５
９・
２
２
９・
３
０
０
０
（
平
日 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

　
※
12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪
を
除
く
。

○
文
化
交
流
課

　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
１
９　

bunka@
city.iga.lg.jp

青山中学校２年
上田　周

大山田小学校２年
澤村　穗乃加

城東中学校３年
西岡　生裕

上野東小学校１年
吉住　一凜

伊
賀
市
文
化
会
館
開
館
30
周
年
記
念
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トピックス

トピックス

消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

　
市
で
収
集
や
受
け
入
れ
を
し
て
い
な
い

消
火
器
は
、（
一
社
）
日
本
消
火
器
工
業
会

が
地
域
の
販
売
代
理
店
（
リ
サ
イ
ク
ル
窓

口
）
と
協
力
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
国

内
メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
た
消
火
器
が
対
象

で
す
。「
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
消
火
具
」や「
外

国
製
消
火
器
」は
対
象
外
で
す
。エ
ア
ゾ
ー

ル
式
消
火
具
は
消
火
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ス
プ
レ
ー
缶
と
同
様
に
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

　
中
身
の
薬
剤
の
出
し
方
は
、
製
造
元
ま

た
は
販
売
元
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
各
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
消

火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
消
火
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
処
分
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先
】

　
㈱
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
 ０
３・５
８
２
９・
６
７
７
３

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
各
企
業
を
検
索
ま

た
は
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
日
本
ド
ラ
イ
ケ
ミ
カ
ル

○
初
田
製
作
所

○
マ
ル
ヤ
マ
エ
ク
セ
ル　

○
モ
リ
タ
宮
田
工
業　

○
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク

水
道
管
の
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
】　
廃
棄
物
対
策
課

　
☎
20
・
１
０
５
０　
℻  
20
・
２
５
７
５　

haikibutsu@
city.iga.lg.jp

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る

と
、
水
道
管
の
中
の
水
が
凍
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
水

道
管
の
凍
結
や
破
損
事
故
な
ど
が
多
く
起

こ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
水
道
管
の
凍
結
防
止
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
防
寒
材
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う

　
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
や
蛇

口
に
、
保
温
材
・
古
い
毛
布
・
布
き
れ
な

ど
を
巻
き
つ
け
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
な
ど
を
巻
い
て
保
護
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

　
凍
っ
た
と
思
わ
れ
る
水
道
管
の
露
出
し

た
部
分
に
、
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ

の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、

水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
し
た
と
き

　
量
水
器
（
メ
ー
タ
ー
）
の
そ
ば
に
あ
る

止
水
栓
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
止
水
栓
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
止
め
ら
れ
な
い
と

き
は
、
破
損
し
た
部
分
に
布
や
テ
ー
プ
な

ど
を
巻
き
つ
け
て
応
急
処
置
を
し
、
市
の

水
道
指
定
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

※
量
水
器
よ
り
内
線(

宅
内)

側
で
、
破

損
（
漏
水
）
に
よ
り
発
生
し
た
水
道
の

料
金
は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
水
道
指
定
工
事
店
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

「
伊
賀
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
長
期
間
留
守
に
す
る
場
合
は
、
止
水
栓

を
閉
め
る
な
ど
の
対
応
を
お
勧
め
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

○
水
道
の
給
水
申
し
込
み
・
漏
水
・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
な
ど

　
上
下
水
道
部
水
道
工
務
課

　
☎
24
・
０
０
０
２　
℻  
24
・
０
０
０
６　

suidou-koum
u@

city.iga.lg.jp
○
検
針
・
開
閉
栓
・
料
金
な
ど

　
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー　
☎
24
・
０
０
１
３　
℻  
24
・
０
０
０
７

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）
を
除
く
。

環
境
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
環
境
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
２
４　
℻  
22
・
９
６
４
１　

kankyou@
city.iga.lg.jp

　
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
環

境
保
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、２
１
２
点
の
応
募
が
あ
り
、

選
考
会
で
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
優
秀
作
品
は
今
後
啓
発
活
動
に

活
用
し
ま
す
。
各
賞
の
受
賞
者
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
市
長
賞

◆
教
育
長
賞

　
◆
環
境
保
全
市
民
会
議
賞

　
城
東
中
学
校
１
年　
竹
森　
真
子

　
上
野
北
小
学
校
６
年　
垣
内　
日
和

◆
優
秀
賞

　
城
東
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開
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分
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往
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郵
便
番
号
、住
所
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名
（
ふ
り
が
な
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年
齢
、
性
別
、
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、
職
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（
学
生

は
学
年
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活
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な
ど
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目
と
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付
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郵
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注

意
事
項
な
ど
を
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ず
ご
確
認
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
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情
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は
、

抽
選
結
果
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の
ほ
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、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
は
受
信
契
約
者
情
報
と
の
照
合
、
受

信
料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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青山中学校２年
上田　周

大山田小学校２年
澤村　穗乃加

城東中学校３年
西岡　生裕

上野東小学校１年
吉住　一凜

伊
賀
市
文
化
会
館
開
館
30
周
年
記
念
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男女共同参画社会の実現をめざして　－契約監理課－
　皆さんは、「男女共同参画」について考えたこと
がありますか。男女平等の考えは広まっているし、
女性が働くことに反対ではないから、自分には関係
ないことだと思っている人も多いのではないでしょ
うか。
　しかし、「男は仕事、女は家庭」といった考え方
に反対でも、「男はこう」「女はこう」という考え方
やイメージは、多くの人が知らず知らずのうちに身
につけているかもしれません。
　多くの人がもっている「男はこう」「女はこう」
という考えやイメージと違うことで、それぞれの人
が持つ長所や能力も、十分に発揮できなかったり、
人生の選択の幅を狭めてしまうことがあるかもしれ
ません。
　今年７月に、男性の芸能として確立された能楽界
で活躍する、女性能楽師の講演を聴く機会がありま
した。

　「能の道を生きぬく」という覚悟をもって歩む姿
に、静かだけれども、秘めた強さを感じました。
　女性だから、男性だから、といって夢をあきらめ
る必要はありません。また、女性だからできること、
男性だからできることもあります。自分だからこそ
できることを見つけ、やってみることが大切だと感
じました。
　男女共同参画社会基本法には、「我が国の社会経
済情勢の急速な変化に対応していく上で、男女が、
互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性
別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮す
ることができる男女共同参加社会の実現は、緊要な
課題となっている。」とあります。
　性別にとらわれず、お互いの考えを寄せ合い、よ
り良いものを一緒に築き上げていくことが、今求め
られているのだと思います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

 

銅か
な

山や
ま

事
件
と加
か

判は
ん

奉
行
へ
の
訓
示

　
延
宝
９
（
１
６
８
１
）
年
正
月
、
加
納

藤
左
衛
門
と
石
田
清
兵
衛
は
藤
堂
藩
伊
賀

領
の
加
判
奉
行
を
罷
免
さ
れ
、
そ
の
後
任

に
は
米
村
安
左
衛
門
と
石
田
三
郎
左
衛
門

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
加
判
奉
行
と
は
、
法

令
や
指
示
な
ど
の
文
書
を
発
給
す
る
政
務

の
責
任
者
で
あ
り
、
藩
政
機
構
で
重
要
な

役
割
を
担
う
上
級
役
人
で
す
。
こ
の
交
代

の
原
因
は
、
同
年
に
伊
賀
で
起
き
た
銅
山

事
件
に
あ
り
ま
し
た
。

　
銅
山
事
件
と
は
、備び

っ
中ち

ゅ
う

国
石せ

き
塔と

う
銅
山（
岡

山
県
高た

か
梁は

し
市
）開
発
へ
の
投
資
が
失
敗
し
、

藩
米
（
藩
が
所
蔵
す
る
米
）
に
多
大
な
損

失
が
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
関
係
者
が

厳
し
く
処
罰
さ
れ
た
事
件
で
す
。
損
失
の

規
模
は
１
万
２
千
俵
以
上
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
加
納
藤
左
衛
門
と
石
田
清
兵
衛
は
投
資

を
推
進
し
た
中
心
人
物
と
し
て
、
加
判
奉

行
の
罷
免
に
続
き
、
最
終
的

に
は
息
子
と
も
ど
も
切
腹
を

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

両
名
に
限
ら
ず
、
投
資
に
関

係
し
た
伊
賀
の
藩
士
も
、
役

職
の
罷
免
や
投
獄
、
追
放
な

ど
の
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罰
を
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け
ま
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た
。

さ
ら
に
、
こ
の
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は
伊
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の
商
人
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わ
っ
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い
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、
そ
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々
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り
つ
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に
処
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ゃ
く
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は
、

同
年
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月
23
日
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こ
の
事
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に
関
す
る
処

分
が
終
わ
り
、
翌
々
日
の
25
日
に
は
藩
庁

か
ら
伊
賀
の
藩
士
全
員
に
対
し
て
事
件
の

顛て
ん
末ま

つ
が
説
明
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。ま
た
、

同
じ
日
に
、
加
判
奉
行
後
任
の
米
村
安
左

衛
門
と
石
田
三
郎
左
衛
門
に
は
５
か
条
の

訓
示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
第
５
条
に

は
、「
藩
の
た
め
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
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、

藩
の
金
や
米
を
軽
々
し
く
貸
し
付
け
た
り

投
資
し
て
は
い
け
な
い
。
念
入
り
に
検
討

し
た
上
で
貸
し
付
け
・
投
資
を
す
る
よ
う

に
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
（
写
真
）。

　
一
見
、
当
た
り
前
の
内
容
に
思
え
ま
す

が
、
銅
山
事
件
落
着
の
直
後
に
こ
の
訓
示

が
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
銅
山
事

件
の
二
の
舞
は
決
し
て
許
さ
な
い
と
い
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藩
の
強
い
姿
勢
が
見
て
取
れ
ま
す
。
訓
示

を
受
け
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二
人
に
も
そ
の
意
図
は
し
っ
か
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伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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８
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史
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史
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伊
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▲心
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得
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之
の

覚
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（石田三郎左衛門家伝来文書）

図書館
　だより

■一般書　
『世界でいちばん素敵なお寺の教室』

松島　龍戒／監修
『月に３冊、読んでみる ?』

酒井　順子／著
『差別はたいてい悪意のない人がする』

キム　ジヘ／著

■児童書　
『夢のねだん図鑑』

ライブ／編著
『きのこのこのこふしぎのこ』

ひさかたチャイルド／発行
『中野信子のこども脳科学』

中野　信子／著

■絵　本
『いちにちだじゃれ』
ふくべ　あきひろ／さく、かわしま　ななえ／え
『チリとチリリよるのおはなし』

どい　かや／作
『おつきさまのパンケーキ』

真珠　まりこ／作・絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

【と　き】　12月 17日㈮　午後６時～７時30分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　梁川星巌と服部竹塢
【講　師】
　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出　楯夫さん
※ご来場の際は、上野図書館駐車場または市営上
野公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利
用ください。

　大型紙芝居などの読み聞かせと、ギター弾き語
りによるプチコンサートをお楽しみください。
【と　き】　12月 27日㈪　午前 10時～
【ところ】
　いがまち複合施設小ホール(旧ふるさと会館いが)
【読み手】　お話の国アリス
【対　象】　幼児から小学校低学年　※保護者同伴可
【定　員】　先着 15組程度
【申込受付開始日】　12月 14日㈫　午前９時～
【申込方法】　電話または来室
【申込先・問い合わせ】　いがまち図書室

◆郷土の歴史夜咄会

◆冬のお話し会とプチコンサート

■児童書
『キラリモンスター

ちょっと変わった偉人伝』
小川　凛一／著、大野　太郎／絵
■絵　本
『カピバラの

だるまさんがころんだ』
中川　ひろたか／作
柴田　ケイコ／絵

■一般書
『日本カンパニーキャラ &
シンボル大全』　 辰巳出版／発行
　会社や商品の顔として、時代を超え
て長く親しまれてきた、マスコットキャ
ラクターやシンボルマーク。それらの誕
生時のエピソードやプロフィール、デザ
インの変遷などをイラストや写真ととも
に紹介します。

司書のおすすめ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
12 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）
９日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

11日㈯ 10：30～
大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

上野図書館 おはなしの会

13日㈪ 10：00～ 島ヶ原子育て支援センター お話の会（ネエ・よんで）

15日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

17日㈮ 10：00～ いがまち複合施設小ホール
（旧ふるさと会館いが）絵本の時間（お話の国アリス）

19日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

21日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

22日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

23日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

25日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、参加
者の人数を制限しています。
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罰
さ
れ
た
事
件
で
す
。
損
失
の

規
模
は
１
万
２
千
俵
以
上
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
加
納
藤
左
衛
門
と
石
田
清
兵
衛
は
投
資

を
推
進
し
た
中
心
人
物
と
し
て
、
加
判
奉

行
の
罷
免
に
続
き
、
最
終
的

に
は
息
子
と
も
ど
も
切
腹
を

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

両
名
に
限
ら
ず
、
投
資
に
関

係
し
た
伊
賀
の
藩
士
も
、
役

職
の
罷
免
や
投
獄
、
追
放
な

ど
の
処
罰
を
受
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
投
資
に
は
伊

賀
の
商
人
が
加
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
う
し
た
人
々
も

獄
門
や
磔は
り
つ
け

に
処
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
藤
堂
藩
の
記
録『
永え

い
保ほ

う
記き

事じ

略り
ゃ
く

』に
は
、

同
年
10
月
23
日
に
こ
の
事
件
に
関
す
る
処

分
が
終
わ
り
、
翌
々
日
の
25
日
に
は
藩
庁

か
ら
伊
賀
の
藩
士
全
員
に
対
し
て
事
件
の

顛て
ん

末ま
つ

が
説
明
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。ま
た
、

同
じ
日
に
、
加
判
奉
行
後
任
の
米
村
安
左

衛
門
と
石
田
三
郎
左
衛
門
に
は
５
か
条
の

訓
示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
第
５
条
に

は
、「
藩
の
た
め
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

藩
の
金
や
米
を
軽
々
し
く
貸
し
付
け
た
り

投
資
し
て
は
い
け
な
い
。
念
入
り
に
検
討

し
た
上
で
貸
し
付
け
・
投
資
を
す
る
よ
う

に
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
（
写
真
）。

　
一
見
、
当
た
り
前
の
内
容
に
思
え
ま
す

が
、
銅
山
事
件
落
着
の
直
後
に
こ
の
訓
示

が
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
銅
山
事

件
の
二
の
舞
は
決
し
て
許
さ
な
い
と
い
う

藩
の
強
い
姿
勢
が
見
て
取
れ
ま
す
。
訓
示

を
受
け
た
二
人
に
も
そ
の
意
図
は
し
っ
か

り
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
文
化
財
課
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史
資
料
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52
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・
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伊
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得
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の
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（石田三郎左衛門家伝来文書）

図書館
　だより

■一般書　
『世界でいちばん素敵なお寺の教室』

松島　龍戒／監修
『月に３冊、読んでみる ?』

酒井　順子／著
『差別はたいてい悪意のない人がする』

キム　ジヘ／著

■児童書　
『夢のねだん図鑑』

ライブ／編著
『きのこのこのこふしぎのこ』

ひさかたチャイルド／発行
『中野信子のこども脳科学』

中野　信子／著

■絵　本
『いちにちだじゃれ』
ふくべ　あきひろ／さく、かわしま　ななえ／え
『チリとチリリよるのおはなし』

どい　かや／作
『おつきさまのパンケーキ』

真珠　まりこ／作・絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

【と　き】　12月 17日㈮　午後６時～７時30分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　梁川星巌と服部竹塢
【講　師】
　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出　楯夫さん
※ご来場の際は、上野図書館駐車場または市営上
野公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利
用ください。

　大型紙芝居などの読み聞かせと、ギター弾き語
りによるプチコンサートをお楽しみください。
【と　き】　12月 27日㈪　午前 10時～
【ところ】
　いがまち複合施設小ホール(旧ふるさと会館いが)
【読み手】　お話の国アリス
【対　象】　幼児から小学校低学年　※保護者同伴可
【定　員】　先着 15組程度
【申込受付開始日】　12月 14日㈫　午前９時～
【申込方法】　電話または来室
【申込先・問い合わせ】　いがまち図書室

◆郷土の歴史夜咄会

◆冬のお話し会とプチコンサート

■児童書
『キラリモンスター

ちょっと変わった偉人伝』
小川　凛一／著、大野　太郎／絵
■絵　本
『カピバラの

だるまさんがころんだ』
中川　ひろたか／作
柴田　ケイコ／絵

■一般書
『日本カンパニーキャラ &
シンボル大全』　 辰巳出版／発行
　会社や商品の顔として、時代を超え
て長く親しまれてきた、マスコットキャ
ラクターやシンボルマーク。それらの誕
生時のエピソードやプロフィール、デザ
インの変遷などをイラストや写真ととも
に紹介します。

司書のおすすめ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
12 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）
９日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

11日㈯ 10：30～
大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

上野図書館 おはなしの会

13日㈪ 10：00～ 島ヶ原子育て支援センター お話の会（ネエ・よんで）

15日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

17日㈮ 10：00～ いがまち複合施設小ホール
（旧ふるさと会館いが）絵本の時間（お話の国アリス）

19日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

21日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

22日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

23日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

25日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、参加
者の人数を制限しています。
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情報交流ひろば
となりまち　いが· こうか · かめやま

甲賀市甲賀市

　市外在住者を対象に、
周遊クーポンを販売して
います。
　この冬、お得に楽しく
甲賀を満喫しませんか？
【販売価格】
　1,000 円分のクーポン
を 500円で販売。
【有効期間】
　令和４年２月 27日㈰
【販売場所】
　観光インフォメーションセンター「甲賀流リア
ル忍者館」お土産処
○一人一枚限り
○無くなり次第販売終了
　クーポンの利用可能店舗など詳しく
は、甲賀流リアル忍者館ウェブサイトを
ご覧ください。
【問い合わせ】
　甲賀流リアル忍者館　☎  0748-70-2790

Go To NINJA
周遊クーポンを買ってお得に甲賀を旅しよう！ 

亀山市亀山市
スマホを活用して関宿を散策しませんか？

「関宿イラスト案内図」
　関宿のまちなみ
を案内する GPS
対応のスマート
フォン版観光ガイ
ド「関宿イラスト
案内図」を配信し
ています。案内図
には、本陣跡、高
札場跡、旅籠、山
車会館など旧跡約
30 カ所が表示さ
れ、各所ごとに説
明文が掲載されて
います。
　関宿観光の際
に、ぜひ
ご活用く
ださい。
【問い合わせ】
　（一社）亀山市観光協会　☎ 0595-97-8877

　伊賀鉄道忍者線（伊賀線）では、利用者の皆さんか
ら要望の多かったフリーWi-Fi を全車両に導入し、11
月から利用サー
ビスを開始しま
した。Wi-Fi 対
応機種のスマー
トフォンやタブ
レット端末など
と接続して、イ
ンターネット
サービスを無料
で楽しむことが
できます。
　便利になった伊賀鉄道で、充実した乗車時間をお過
ごしください。
【問い合わせ】
○交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694
○伊賀鉄道㈱　☎ 21-0863

忍者線（伊賀線）だより
車内でフリー W

ワイファイ
i-Fi が利用できます

　突然予期していない事件や事故に巻き込まれた被害
者やその家族の精神状態は想像を絶するものであり、
犯人を検挙した後も精神的・経済的な負担はすぐにな
くなりません。
　警察では、被害に遭われた人やその家族の負担を減
らすため、次のような支援活動を行っています。
○医療機関への付き添い
○再被害防止の措置
○捜査状況に関する情報提供　など
　また、（公社）みえ犯罪被害者総合支援センターでは、
被害の早期回復や社会復帰を目的としたさまざまな支
援活動を行っています。
　犯罪被害者支援にご理解とご協力をお願いします。
【問い合わせ】
○伊賀警察署　☎ 21-0110
○名張警察署　☎ 62-0110
○（公社）みえ犯罪被害者総合支援センター
　☎ 059-221-7830

犯罪被害者支援をご存じですか？

伊賀警察署だより
圏域のあらまし

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

◆産業別就業人口
　圏域における就業人口も人口減少に伴って減少して
います。平成 27年国勢調査の就業人口の割合を４市
町村で比較すると、伊賀市では製造業などの第２次産
業、笠置町ではサービス業などの第３次産業、南山城
村と山添村では農林業などの第１次産業の割合が高く
なっています。

◆第１期共生ビジョンから第２期共生ビジョンへ
　第１期共生ビジョンは、当初、伊賀市を中心市、京
都府笠置町と南山城村を連携自治体として、平成 29
年６月に策定しました。その後、令和２年４月から奈
良県山添村が連携自治体として加わり、３府県をまた
ぐ全国的にも珍しい圏域として、共生ビジョンの取り
組みを進めてきました。
　そして、圏域市町村のより一層の連帯感を醸成する
ため、現在、第２期共生ビジョンの策定を進めています。

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村
　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・
奈良県山添村と定住自立圏形成協定を
締結し、医療や防災、観光などを連携
して事業に取り組んでいます。

　定住自立圏では、中長期的な観点から、圏域全体で
人口定住のために必要な生活機能を確保し、自立のた
めの経済基盤や地域の誇りを培い、地域の活性化を
図っています。

◆総人口の状況
　国勢調査によると、圏域人口は平成７年の113,070
人を境に減少傾向です。平成 27年の国勢調査では圏
域人口は98,275人で、平成 22年の106,018人と比
べ、7.3％（7,743人）減少しています。このことは圏
域を形成する伊賀市、笠置町、南山城村、山添村のい
ずれの自治体でも減少し続けています。
　また、国立社会保障・人口問題研究所が公表してい
る人口推計では、今後も４市町村の人口は減少し続け
ると推計されています。およそ 20年後の令和 22年
の圏域人口は 61,927 人で、平成 27年と比較すると、
約 37％（36,348 人）減少するとも予測されています。

【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp
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人口推移と推計

※同一グラフで縮尺を変えています。
●圏域全体　●伊賀市　◆笠置町　■南山城村　　山添村

推計

産業別就業割合

圏域全体

■第１次産業　■第２次産業　■第３次産業

6.8 38.2 55.1

6.0 39.3 54.7伊賀市

4.0 22.0 74.0笠置町

15.6 20.3 64.1南山城村

20.8

20% 40% 60% 80% 100%

28.0 51.2山添村

カヌー体験教室の様子
（2019年 10月）
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伊賀市 笠置町 南山城村 山添村
　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・
奈良県山添村と定住自立圏形成協定を
締結し、医療や防災、観光などを連携
して事業に取り組んでいます。

　定住自立圏では、中長期的な観点から、圏域全体で
人口定住のために必要な生活機能を確保し、自立のた
めの経済基盤や地域の誇りを培い、地域の活性化を
図っています。

◆総人口の状況
　国勢調査によると、圏域人口は平成７年の113,070
人を境に減少傾向です。平成 27年の国勢調査では圏
域人口は98,275人で、平成 22年の106,018人と比
べ、7.3％（7,743人）減少しています。このことは圏
域を形成する伊賀市、笠置町、南山城村、山添村のい
ずれの自治体でも減少し続けています。
　また、国立社会保障・人口問題研究所が公表してい
る人口推計では、今後も４市町村の人口は減少し続け
ると推計されています。およそ 20年後の令和 22年
の圏域人口は 61,927 人で、平成 27年と比較すると、
約 37％（36,348 人）減少するとも予測されています。

【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp
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人口推移と推計

※同一グラフで縮尺を変えています。
●圏域全体　●伊賀市　◆笠置町　■南山城村　　山添村

推計

産業別就業割合

圏域全体

■第１次産業　■第２次産業　■第３次産業

6.8 38.2 55.1

6.0 39.3 54.7伊賀市

4.0 22.0 74.0笠置町

15.6 20.3 64.1南山城村

20.8

20% 40% 60% 80% 100%

28.0 51.2山添村

カヌー体験教室の様子
（2019年 10月）
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 12日㈬・19日㈬・
26日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

すくすくひろば 未就園児 17日㈪・24日㈪・
31日㈪ 10：00～ お正月あそび

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 ９日㈰ 10：00～ たこを作ってたこあげをしようの術

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 ５日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
妊婦・０～１歳 13日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 20日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 12日㈬ 10：00～ おしょうがつあそび（定員 10組）
※予約受付：1/5 ㈬　9：00～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 21日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り（定員10 組）
※予約受付：1/14 ㈮　9：00～

のびっこひろば 未就学児 24日㈪ 10：00～ 親子であそぼう（定員 10組）
※予約受付：1/17 ㈪　9：00～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
離乳食教室 ４～５カ月の親子 ５日㈬ 14：00～ 定員３人　※予約制
赤ちゃんなんでも相談・はついく相談会 31日㈪ 13：30～

にんにんパーク
　毎月第２日曜日、上野南公園内のにんにんパークではさまざまなイベントを開催して
います。子育て中の親子が自然の中で、「走る・投げる・跳ぶ」など体を使って遊んだり、
無料で貸し出している幼児用忍者衣装で忍者になりきることができます。また、平日は
仕事などでなかなか相談できない子育ての悩みを保育士に気軽に相談できます。
　この日は、「にんにんパラシュートを飛ばそうの術」と題して、保育士が用意した手
作りのパラシュートを飛ばして遊びました。うまく投げることができない子どもは、保
護者に飛ばしてもらいながら、遠くまで飛んだり、長く飛んでいるパラシュートに喜ん
でいる様子でした。

１月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

１歳６カ月児健診 11 日㈫ 13：00～ 14：40 伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児） 13 日㈭ 13：00～ 14：40 伊賀市保健センター

（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

７日㈮ 10：00～ 11：40 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談　※予約制
※詳しくはホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

14 日㈮ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）21日㈮ 10：00～ 11：30

25日㈫ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

26日㈬ 10：00～ 11：40 青山保健センター

●子育て包括支援センター　☎22-9665　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00
土曜ふれあい広場 未就学児 ８日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

キラキラぷち① 2020年 4～
９月生まれ 20日㈭ 10：00～ からだ育て体操と薬剤師のお話（定員 10組）

※予約受付：1/13 ㈭　9：00～

ぴよぴよ Baby ０～６カ月 21日㈮ 14：30～ 親子ふれあい遊びと親子サロン（定員10組）
※予約受付：1/14 ㈮　9：00～

歯医者さんの親子相談会 未就学児 23日㈰ 10：00～ 予約優先（定員８組）

キラキラぷち② 2020年 10月～
2021年１月生まれ 25日㈫ 10：00～ からだ育て体操と歯科衛生士のお話（定員 10組）

※予約受付：1/18 ㈫　9：00～

すくすく Baby ７～ 11カ月 26日㈬ 14：30～ からだ育て体操と親子サロン（定員 10組）
※予約受付：1/19 ㈬　9：00～

公開講座 未就学児 28日㈮ 10：00～ サクソフォンコンサート（定員 30人）
※予約受付：1/14 ㈮　9：00～　場所：島ヶ原子育て支援センター

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ７日㈮・14日㈮・
21日㈮・28日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

赤ちゃんひろば　ミルキィ 2021年生まれの満３カ月以上 19 日㈬ 10：30～ 離乳食講座 （定員 15組）※予約受付：1/4 ㈫　9：00～
おはなしひろば“わくわく” 未就学児 20日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ （定員 10組）※予約受付：1/4 ㈫　9：00～
おたんじょう会 １月生まれの未就学児 31 日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）※予約受付：1/17 ㈪　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
元気っ子ひろば 未就園児（満１歳～） 14日㈮ 10：00～ 親子体操（定員15組）※予約受付：12/24 ㈮　9：00 ～

ママのリフレッシュ 未就園児の保護者 20日㈭ 10：00～ フラワークラフト（定員６組）託児あり　材料費500 円
※予約受付：1/6 ㈭　9：00 ～17：00（抽選）

みんなあつまれ！ 未就園児 25日㈫ 10：00～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：1/13 ㈭　9：00 ～

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 24日㈪ 10：00～ 歯の個別相談＆写真アート（定員 15組）
※予約受付：1/17 ㈪　9：00 ～
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 12日㈬・19日㈬・
26日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

すくすくひろば 未就園児 17日㈪・24日㈪・
31日㈪ 10：00～ お正月あそび

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 ９日㈰ 10：00～ たこを作ってたこあげをしようの術

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 ５日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
妊婦・０～１歳 13日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 20日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 12日㈬ 10：00～ おしょうがつあそび（定員 10組）
※予約受付：1/5 ㈬　9：00～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 21日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り（定員10 組）
※予約受付：1/14 ㈮　9：00～

のびっこひろば 未就学児 24日㈪ 10：00～ 親子であそぼう（定員 10組）
※予約受付：1/17 ㈪　9：00～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
離乳食教室 ４～５カ月の親子 ５日㈬ 14：00～ 定員３人　※予約制
赤ちゃんなんでも相談・はついく相談会 31日㈪ 13：30～

にんにんパーク
　毎月第２日曜日、上野南公園内のにんにんパークではさまざまなイベントを開催して
います。子育て中の親子が自然の中で、「走る・投げる・跳ぶ」など体を使って遊んだり、
無料で貸し出している幼児用忍者衣装で忍者になりきることができます。また、平日は
仕事などでなかなか相談できない子育ての悩みを保育士に気軽に相談できます。
　この日は、「にんにんパラシュートを飛ばそうの術」と題して、保育士が用意した手
作りのパラシュートを飛ばして遊びました。うまく投げることができない子どもは、保
護者に飛ばしてもらいながら、遠くまで飛んだり、長く飛んでいるパラシュートに喜ん
でいる様子でした。

１月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

１歳６カ月児健診 11 日㈫ 13：00～ 14：40 伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児） 13 日㈭ 13：00～ 14：40 伊賀市保健センター

（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

７日㈮ 10：00～ 11：40 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談　※予約制
※詳しくはホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

14 日㈮ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）21日㈮ 10：00～ 11：30

25日㈫ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

26日㈬ 10：00～ 11：40 青山保健センター

●子育て包括支援センター　☎22-9665　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00
土曜ふれあい広場 未就学児 ８日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

キラキラぷち① 2020年 4～
９月生まれ 20日㈭ 10：00～ からだ育て体操と薬剤師のお話（定員 10組）

※予約受付：1/13 ㈭　9：00～

ぴよぴよ Baby ０～６カ月 21日㈮ 14：30～ 親子ふれあい遊びと親子サロン（定員10組）
※予約受付：1/14 ㈮　9：00～

歯医者さんの親子相談会 未就学児 23日㈰ 10：00～ 予約優先（定員８組）

キラキラぷち② 2020年 10月～
2021年１月生まれ 25日㈫ 10：00～ からだ育て体操と歯科衛生士のお話（定員 10組）

※予約受付：1/18 ㈫　9：00～

すくすく Baby ７～ 11カ月 26日㈬ 14：30～ からだ育て体操と親子サロン（定員 10組）
※予約受付：1/19 ㈬　9：00～

公開講座 未就学児 28日㈮ 10：00～ サクソフォンコンサート（定員 30人）
※予約受付：1/14 ㈮　9：00～　場所：島ヶ原子育て支援センター

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ７日㈮・14日㈮・
21日㈮・28日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

赤ちゃんひろば　ミルキィ 2021年生まれの満３カ月以上 19 日㈬ 10：30～ 離乳食講座 （定員 15組）※予約受付：1/4 ㈫　9：00～
おはなしひろば“わくわく” 未就学児 20日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ （定員 10組）※予約受付：1/4 ㈫　9：00～
おたんじょう会 １月生まれの未就学児 31 日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）※予約受付：1/17 ㈪　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
元気っ子ひろば 未就園児（満１歳～） 14日㈮ 10：00～ 親子体操（定員15組）※予約受付：12/24 ㈮　9：00 ～

ママのリフレッシュ 未就園児の保護者 20日㈭ 10：00～ フラワークラフト（定員６組）託児あり　材料費500 円
※予約受付：1/6 ㈭　9：00 ～17：00（抽選）

みんなあつまれ！ 未就園児 25日㈫ 10：00～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：1/13 ㈭　9：00 ～

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 24日㈪ 10：00～ 歯の個別相談＆写真アート（定員 15組）
※予約受付：1/17 ㈪　9：00 ～
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お正月のお餅
ご予約　承ります。

餅
※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

伊賀 FCくノ一三重ファン感謝デー2021

１・２・４．いきいきとした作品を眺める来場者。
３．大人から子どもまで、たくさんの人の作品が出展されました。

　11月４日㈭から７日㈰まで、ハイトピア伊賀で、伊
賀市民文化祭の展示の部を開催しました。
　会場では、絵画や写真、生け花、書道、手工芸など、
市民の皆さんのさまざまな作品が展示されました。
　訪れた人は、一つひとつの作品をじっくり見て回りな
がら、文化芸術に触れていました。

　11月７日㈰、上野運動公園競技場で伊賀 FCくノ一三重ファ
ン感謝デー 2021が開催されました。
　この日は、2021 プレナスなでしこリーグ１部で 22年ぶり
に優勝した伊賀 FCくノ一三重の選手や監督たちが参加するミ
ニゲームやクイズ大会など、いろいろなイベントが行われ、訪
れた人は楽しんでいる様子でした。

2021 伊賀市民文化祭
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１．選手とミニサッカーをして楽しむ子どもたち。
２．選手や監督らが障害物競走などをして会場を盛り上げました。
３．くノ一パークでゲームに挑戦する子ども。
４．ご当地キャラも会場に駆けつけました。

まま ちち かか どど 通通 信信

　10月 23日㈯・24日㈰の２日間、上野天神祭が開催されまし
た。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、昨年に引き続き、
鬼行列とだんじり巡行などが中止となりました。
　各町の蔵の周辺にだんじりが展示され、一部の町では地元住民
らがお囃子を演奏しました。また、鬼町とよばれる４つの町では、
鬼面の展示などが行われ、訪れた人は祭りの雰囲気を楽しんでい
ました。

上野天神祭

１．祭に向けてだんじりが各町に戻りました。
２・３．お囃子演奏の様子。
４．迫力のある鬼に怖がる子ども。

１

２ ３ ４

　10月 23 日㈯、伊賀鉄道忍者市（上野市）駅でいがてつマ
ルシェが開かれました。
　「マルシェ」とはフランス語で市場という意味で、伊賀鉄道
の車両の中にたくさんの店が並び、来場者は思い思いに買い物
を楽しんでいる様子でした。
　また、電車の運転が疑似体験できる運転シミュレーターの
コーナーは、多くの鉄道ファンの人気を集め、体験者は運転手
気分を味わいました。

いがてつマルシェ

１．保護者に手伝ってもらいな
がらハンドルを操作しました。
２．開場前には長い列ができま
した。
３・４．忍者列車がマルシェに
様変わりし、多くの人でにぎわ
いました。

２ ３ ４
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鬼行列とだんじり巡行などが中止となりました。
　各町の蔵の周辺にだんじりが展示され、一部の町では地元住民
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

ひな祭りに食べる梅型の押し寿司弁当
　「料理に挑戦してみよう」という男
性を対象に料理教室を開きます。大
切な人と笑顔で過ごすため、簡単で
おいしい料理に挑戦しませんか。
【と　き】　１月 22日㈯
　午前 10時～午後１時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階調理実習室
【メニュー】
　梅型の押し寿司・豚肉のポーク
チャップと季節の野菜・長芋とハム
のサラダ・うぐいす餅　ほか
※作った料理は持ち帰ります。
※メニューが変更になる場合があり
ます。

【講　師】　松永　啓子さん
【持ち物】　米１合・エプロン・三角
巾・マスク
【対象者】
　市内在住の料理初心者の男性
【料　金】　500円
【定　員】　先着６人
【申込方法】　
　住所・氏名・電話番号を下記まで。
【申込受付開始日】　12月６日㈪
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター　
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

おとこの料理教室

　伊賀地域の優良材を PR する「春
季伊賀材まつり市」を盛り上げるた
め、多数の伊賀産材の出荷にご協力
をお願いします。詳しくは、市ホー
ムページをご覧ください。
【と　き】
　２月 22日㈫　午前９時～
【ところ】
　西垣林業㈱三重事務所マルタピア
　（北山 1560）
【問い合わせ】
　西垣林業㈱三重事務所マルタピア
　☎  52-3131　℻  52-3133

春季伊賀材まつり市

　新春恒例の干支展を開きます。皆
さんから寄せられた絵馬のほか、過
去に展示した寅年の絵馬、各サーク
ルの干支にちなんだ作品を展示しま
す。また、子どもの部として寅の絵
を展示します。
【と　き】　１月４日㈫～７日㈮
　午前 10時～午後４時
※期間中、毎日先着 10人にミニ絵
馬をプレゼントします。

※子どもの部は２月３日㈭まで展示
します。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室・ギャラリー
【問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

寅の春展

【と　き】　12 月 20日㈪
　午後７時 30分～９時
【ところ】
　ライトピアおおやまだ　ホール
※新型コロナウイルス感染症の拡大
状況によって、受講方法が変更に
なる場合があります。詳しくはお
問い合わせください。

【内　容】
◦演題：「人権の世間」をつくる
◦講師：近畿大学　奥田　均さん
【申込方法】
　氏名、電話番号を下記まで。
【申込期限】　12月８日㈬
【申込先・問い合わせ】
　ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160　℻  47-1162
　 raitopia@city.iga.lg.jp

第２回おおやまだ人権
大学講座 in ライトピア

　伊賀地区駅伝競走大会は、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止のた
め、昨年に引き続き中止します。　
　大会は中止しますが、これまで続
けてきた伊賀地区駅伝の思いを次に
つなげるため、写真展を開きます。
そこで展示する写真を募集します。
ご協力いただける人は市ホームペー
ジからご応募ください。
【と　き】　１月中旬～２月中旬
【ところ】
○ハイトピア伊賀　５階ギャラリー
○本庁舎　1階市民スペース　など
【募集内容】
　本大会でランナーが走っている姿
や沿道の応援団などの写真
※データ・現像物どちらでも可
※提供物返却の要否をお伝えくだ
さい。

※写っている人の許可を得た上でご
応募ください。

※多数の応募があった場合や、展示
スペースの都合により、提供物が
展示できない場合があります。

【応募期限】
　12月 17日㈮
【応募先・問い合わせ】
　伊賀地区駅伝競走大会実行委員会
　事務局（スポーツ振興課内）
　☎ 22-9635　℻  22-9694
　 sports@city.iga.lg.jp

伊賀地区駅伝競走大会
写真展

　新年の干支「寅」のフラワーアレ
ンジメントでお正月をかわいく飾り
ませんか。
【と　き】　12 月 24日㈮
①午後６時～
②午後７時 30分～
【ところ】
　大山田公民館
【講　師】
　木下　直美さん
【対象者】
　市内在住の人（小学生以下は保護
者同伴）
【料　金】
　2,500 円
【定　員】
　各回 10人
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号・①か②の
希望時間帯を下記まで。
【申込期間】
　12月８日㈬～ 15日㈬
※土・日曜日を除く。
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館（午前９時～午後５時）
　☎ 46-0130　℻  46-0131

フラワーアレンジメント教室

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　上野天神祭に出される、い
わゆるダシの形態をした囃子屋台
のことを？
①車山
②曳山
③楼車
④地車

（答えは 29ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

※諸事情により中止に
　なる場合があります。
【問い合わせ】
　収税課
　☎ 22-9612　℻  22-9618

公　売　情　報

　認知症の人やご家族、認知症に関
心のある人、地域の人など、誰でも
参加できるカフェです。「認知症に
ついて知りたい」「相談したい」「仲
間を作りたい」という皆さん、ぜひ
お越しください。
【と　き】
　12月14日㈫　午前10時～正午
※午前 10 時 30 分から約 20 分間
は、健康体操や脳トレなどのミニ
イベントを行います。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階ミーティングルーム
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

いがオレンジカフェ

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　12月 21日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　本庁舎　２階会議室 202
【料　金】
　200 円（認知症の人は無料。家族
の会会員は 100円。）
※認知症の人が参加する場合は、事
前にご連絡ください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

　戦没者の遺族へは、額面 25万円、
５年償還の記名国債が支給されま
す。申請は、医療福祉政策課、各支
所住民福祉課で随時受け付けていま
す。支給の対象であるかなど、詳し
くはお問い合せください。
※令和２年４月１日時点で、公務扶
助料や遺族年金などの受給者（戦
没者の妻や父母など）がいない場
合に限ります。

【申請期限】
　令和５年３月 31日㈮
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻  22-9673

第 11回特別弔慰金の
申請はお済みですか

【と　き】　１月 18日㈫
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　離乳食前期（１～２回食）の離乳
食の調理
【持ち物】
　母子手帳・筆記用具・エプロン・
三角巾・手ふきタオル
【定　員】　先着６人
【申込方法】　電話
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込受付開始日】
　12月 15日㈬
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

離乳食教室

　絵本で世界旅行を楽しみません
か。読み聞かせの後は、クリスマス
リース作りをします。
【と　き】　12 月 25日㈯
　午前 10時 30分～正午
【ところ】　大山田公民館
【対象者】
　市内在住の人（小学生以下は保護
者同伴）
【定　員】　先着 10人
【申込方法】
　氏名・住所・電話番号を下記まで。
【申込受付開始日】
　12月８日㈬
※定員になり次第締め切ります。
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館（午前９時～午後５時）
　☎ 46-0130　℻  46-0131

冬季おはなしくらぶ＆
クリスマスリース作り

健康づくりに取り組んで
健康と賞品をゲット！

【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653
　℻  22-9666

伊賀市健康マイレージ
参加者募集

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続き
や、気になることなど、
気軽にお問い合わせく
ださい。

子育て何でも問い合わせ窓口

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※右の２次元コードを読
み込んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。

「あんしん・防災ねっと」
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

ひな祭りに食べる梅型の押し寿司弁当
　「料理に挑戦してみよう」という男
性を対象に料理教室を開きます。大
切な人と笑顔で過ごすため、簡単で
おいしい料理に挑戦しませんか。
【と　き】　１月 22日㈯
　午前 10時～午後１時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階調理実習室
【メニュー】
　梅型の押し寿司・豚肉のポーク
チャップと季節の野菜・長芋とハム
のサラダ・うぐいす餅　ほか
※作った料理は持ち帰ります。
※メニューが変更になる場合があり
ます。

【講　師】　松永　啓子さん
【持ち物】　米１合・エプロン・三角
巾・マスク
【対象者】
　市内在住の料理初心者の男性
【料　金】　500円
【定　員】　先着６人
【申込方法】　
　住所・氏名・電話番号を下記まで。
【申込受付開始日】　12月６日㈪
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター　
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

おとこの料理教室

　伊賀地域の優良材を PR する「春
季伊賀材まつり市」を盛り上げるた
め、多数の伊賀産材の出荷にご協力
をお願いします。詳しくは、市ホー
ムページをご覧ください。
【と　き】
　２月 22日㈫　午前９時～
【ところ】
　西垣林業㈱三重事務所マルタピア
　（北山 1560）
【問い合わせ】
　西垣林業㈱三重事務所マルタピア
　☎  52-3131　℻  52-3133

春季伊賀材まつり市

　新春恒例の干支展を開きます。皆
さんから寄せられた絵馬のほか、過
去に展示した寅年の絵馬、各サーク
ルの干支にちなんだ作品を展示しま
す。また、子どもの部として寅の絵
を展示します。
【と　き】　１月４日㈫～７日㈮
　午前 10時～午後４時
※期間中、毎日先着 10人にミニ絵
馬をプレゼントします。

※子どもの部は２月３日㈭まで展示
します。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室・ギャラリー
【問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

寅の春展

【と　き】　12 月 20日㈪
　午後７時 30分～９時
【ところ】
　ライトピアおおやまだ　ホール
※新型コロナウイルス感染症の拡大
状況によって、受講方法が変更に
なる場合があります。詳しくはお
問い合わせください。

【内　容】
◦演題：「人権の世間」をつくる
◦講師：近畿大学　奥田　均さん
【申込方法】
　氏名、電話番号を下記まで。
【申込期限】　12月８日㈬
【申込先・問い合わせ】
　ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160　℻  47-1162
　 raitopia@city.iga.lg.jp

第２回おおやまだ人権
大学講座 in ライトピア

　伊賀地区駅伝競走大会は、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止のた
め、昨年に引き続き中止します。　
　大会は中止しますが、これまで続
けてきた伊賀地区駅伝の思いを次に
つなげるため、写真展を開きます。
そこで展示する写真を募集します。
ご協力いただける人は市ホームペー
ジからご応募ください。
【と　き】　１月中旬～２月中旬
【ところ】
○ハイトピア伊賀　５階ギャラリー
○本庁舎　1階市民スペース　など
【募集内容】
　本大会でランナーが走っている姿
や沿道の応援団などの写真
※データ・現像物どちらでも可
※提供物返却の要否をお伝えくだ
さい。

※写っている人の許可を得た上でご
応募ください。

※多数の応募があった場合や、展示
スペースの都合により、提供物が
展示できない場合があります。

【応募期限】
　12月 17日㈮
【応募先・問い合わせ】
　伊賀地区駅伝競走大会実行委員会
　事務局（スポーツ振興課内）
　☎ 22-9635　℻  22-9694
　 sports@city.iga.lg.jp

伊賀地区駅伝競走大会
写真展

　新年の干支「寅」のフラワーアレ
ンジメントでお正月をかわいく飾り
ませんか。
【と　き】　12 月 24日㈮
①午後６時～
②午後７時 30分～
【ところ】
　大山田公民館
【講　師】
　木下　直美さん
【対象者】
　市内在住の人（小学生以下は保護
者同伴）
【料　金】
　2,500 円
【定　員】
　各回 10人
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号・①か②の
希望時間帯を下記まで。
【申込期間】
　12月８日㈬～ 15日㈬
※土・日曜日を除く。
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館（午前９時～午後５時）
　☎ 46-0130　℻  46-0131

フラワーアレンジメント教室

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　上野天神祭に出される、い
わゆるダシの形態をした囃子屋台
のことを？
①車山
②曳山
③楼車
④地車

（答えは 29ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

※諸事情により中止に
　なる場合があります。
【問い合わせ】
　収税課
　☎ 22-9612　℻  22-9618

公　売　情　報

　認知症の人やご家族、認知症に関
心のある人、地域の人など、誰でも
参加できるカフェです。「認知症に
ついて知りたい」「相談したい」「仲
間を作りたい」という皆さん、ぜひ
お越しください。
【と　き】
　12月14日㈫　午前10時～正午
※午前 10 時 30 分から約 20 分間
は、健康体操や脳トレなどのミニ
イベントを行います。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階ミーティングルーム
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

いがオレンジカフェ

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　12月 21日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　本庁舎　２階会議室 202
【料　金】
　200 円（認知症の人は無料。家族
の会会員は 100円。）
※認知症の人が参加する場合は、事
前にご連絡ください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

　戦没者の遺族へは、額面 25万円、
５年償還の記名国債が支給されま
す。申請は、医療福祉政策課、各支
所住民福祉課で随時受け付けていま
す。支給の対象であるかなど、詳し
くはお問い合せください。
※令和２年４月１日時点で、公務扶
助料や遺族年金などの受給者（戦
没者の妻や父母など）がいない場
合に限ります。

【申請期限】
　令和５年３月 31日㈮
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻  22-9673

第 11回特別弔慰金の
申請はお済みですか

【と　き】　１月 18日㈫
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　離乳食前期（１～２回食）の離乳
食の調理
【持ち物】
　母子手帳・筆記用具・エプロン・
三角巾・手ふきタオル
【定　員】　先着６人
【申込方法】　電話
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込受付開始日】
　12月 15日㈬
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

離乳食教室

　絵本で世界旅行を楽しみません
か。読み聞かせの後は、クリスマス
リース作りをします。
【と　き】　12 月 25日㈯
　午前 10時 30分～正午
【ところ】　大山田公民館
【対象者】
　市内在住の人（小学生以下は保護
者同伴）
【定　員】　先着 10人
【申込方法】
　氏名・住所・電話番号を下記まで。
【申込受付開始日】
　12月８日㈬
※定員になり次第締め切ります。
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館（午前９時～午後５時）
　☎ 46-0130　℻  46-0131

冬季おはなしくらぶ＆
クリスマスリース作り

健康づくりに取り組んで
健康と賞品をゲット！

【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653
　℻  22-9666

伊賀市健康マイレージ
参加者募集

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続き
や、気になることなど、
気軽にお問い合わせく
ださい。

子育て何でも問い合わせ窓口

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※右の２次元コードを読
み込んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。

「あんしん・防災ねっと」
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　償却資産とは、工場や商店の経営
者や駐車場・アパートを賃貸してい
る人が事業のために使用する土地・
建物以外の有形資産をいいます。
　例えば、一般家庭のミシンは課税
対象となりませんが、縫製工場など
で使用している場合は償却資産とし
て課税対象となるため、収益の有無
に関係なく申告が必要です。
【対象者】
　市内で事業を行っているすべての
法人・個人
【課税対象】
○構築物
○機械・装置
○車両・運搬具
※自動車税・軽自動車税の対象とな
る車両は除く。

○工具・器具・備品
【申告書の入手方法】
　対象者には 12月中旬に申告書を
発送します。届かない場合はご連絡
ください。申告書は市ホームページ
からもダウンロードできます。
【提出方法】
　申告書に必要事項を記入の上、下
記まで。
※詳しくは市ホームページをご覧く
ださい。

※便利な電子申告（e
えるたっくす
LTAX）もご

利用いただけます。
【提出期限】　１月 31日㈪
【提出先・問い合わせ】
　課税課
　☎ 22-9614　℻  22-9618
※各支所住民福祉課でも受け付けて
います。

※締め切り間際は申告が集中するた
め、早めの申告をお願いします。

償却資産申告書を提出して
ください

　伊賀市多文化共生推進プランを作
成するため、12月中旬頃から市内
事業所（企業）や市民（日本人・外
国人）の皆さんに多文化共生に関す
るアンケート調査を実施します。詳し
くは市ホームぺージをご覧ください。
【問い合わせ】　市民生活課
　☎ 22-9702　℻  22-9641

アンケートにご協力ください

　伊賀市人権学習企業等連絡会（人
じん

企
き

連
れん

）は、市内に事業所のある企業
や団体など 88 事業者（10 月末日
現在）で構成され、あらゆる差別の
撤廃と、一人ひとりの人権が尊重さ
れ、誰もがその個性と能力を十分に
発揮できる地域づくりを進めていま
す。
　会員が互いに連携し、住民、地域
団体、行政などと協働し、ワークラ
イフバランスやハタラキカタ応援宣
言、イクボス講座などさまざまな取
り組みを行っています。ぜひ一緒に
活動しませんか。
【実施事業】
○新入社員、経営者、人事担当者な
どの研修

○人権啓発に関する事業　など
【年会費】
○市内に単一の事業所のある場合
　3,000 円
○市内に複数の事業所がある場合
•従業員の合計が 50 人未満
　3,000 円
•従業員の合計が 50 人以上 100
人未満

　5,000 円
•従業員の合計が 100 人以上　　
　10,000 円
【申込方法】　電話
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市人権学習企業等連絡会事務局
（商工労働課内）
　☎ 22-9669　℻  22-9695

伊賀市人権学習企業等連絡会
新規会員募集

　市では、外国につながる児童生徒
の学習・日本語の支援を行っていま
す。小中学校で学ぶためには、漢字
や教科書の内容を理解する必要があ
ります。そのため、日本語が苦手な
子どもたちの習熟度に合った支援を
するボランティアティーチャーを募
集します。
　教室は、やさしい日本語で行いま
す。申込後にボランティアの心得や
教室活動の研修などを受講していた
だきます。現在、実施している学習
支援「ささゆり教室」や「漢字学習
教室」を見学することもできますの
で、気軽にお問い合わせください。
【申込先・問い合わせ】
　市民生活課
　☎ 22-9702　℻  22-9641

日本語ボランティアを
始めませんか

最新の放送内容を
視聴できるほか、
過去の放送分も視
聴できます。

【問い合わせ】
　広聴広報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

行政だより「ウィークリー伊賀市」
市公式Youtubeチャンネルで配信中！

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

　三重県と各市町で行っている共同
受付の入札参加資格の有効期限が令
和４年５月 31日で終了します。
　令和４～７年度の新規・更新登録
を次のとおり受け付けます。
【対　象】　建設工事、測量・建設コ
ンサルタントなど
【受付期間】
　１月５日㈬～２月４日㈮
※詳しくは、市ホームページをご覧
ください。

【提出先・問い合わせ】
　（公財）三重県建設技術センター
　☎ 059-229-5610
　℻  059-229-5619
【問い合わせ】　契約監理課
　☎ 22-9810　℻  22-9837

入札参加資格審査申請の
更新手続き

　　お薬手帳を1冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心

２次元コードから詳しい情報が見られます。

◆伊賀市生活排水処理施設整備計画
見直し（中間案）

　「伊賀市生活排水処理施設整備計
画」は、汚水処理施設の整備を効率
的かつ適正に進めるための総合的な
計画です。この計画に基づき、公共
下水道、農業集落排水、合併処理浄
化槽などの汚水処理施設の整備を
行っています。
　平成 27年度に策定した計画の見
直しを行うにあたり、その見直し方
針などに関してご意見を募集します。
【募集期限】
　12月 31日㈮　※消印有効
【閲覧場所】
◦下水道課（ゆめが丘浄水場２階）
◦本庁舎１階ロビー
◦各支所振興課
◦各地区市民センター
◦市ホームページ
【提出方法】
　住所・氏名・電話番号・件名（伊
賀市生活排水処理施設整備計画見直
しに関するパブリックコメント）・
該当箇所とそれに対する意見を明記
の上、下記まで。
※提出いただいた意見は、計画策定
の参考資料とし、市ホームページ
で公表します。

※個別の回答は行わず、意見は返却
しません。

【提出先・問い合わせ】
　上下水道部下水道課
　☎ 24-2137　℻  24-2138
　 gesuidou@city.iga.lg.jp

パブリックコメント
（ご意見）募集

【と　き】
　12月５日㈰・12日㈰
　午前 10時～午後３時
【専用ダイヤル】
　☎ 059-224-3411
※相談日当日のみつながります。
※相談は１時間程度を限度とします。
【対応者】　弁護士（三重弁護士会）・
司法書士（三重県司法書士会）
【問い合わせ】　市民生活課　
　☎ 22-9638　℻  22-9641

借金のお悩み電話相談

【募集人数】　どちらも若干名
【応募資格】
◦臨床検査技師
　昭和 53 年４月２日以降生まれ
で、臨床検査技師免許を持っている
人または採用予定日までに取得見込
みの人
◦医療事務専門職
　昭和 42 年４月２日以降生まれ
で、令和４年３月末時点で、100
床以上の病院での医療事務経験を
15年以上有する人
【勤務条件・賃金】
　市の条例・規則による。
※前歴に応じた加算措置や諸手当が
あります。

※託児所がありますので、子どもが
いる人も安心して勤務できます。

【勤務場所】　上野総合市民病院
【応募方法】
　病院総務課にある「伊賀市職員選
考採用試験受験申込書」を持参また
は郵送で応募先まで。申込書は上野
総合市民病院または市ホームページ
からもダウンロードできます。
※郵送の場合、簡易書留で送付。
【選考方法】　作文・面接
○試験日：１月７日㈮
※時間などは応募者に後日お知らせ
します。

○採用予定日：４月１日㈮
【応募期限】
　12 月 24 日㈮　午後５時 15 分
まで（土・日曜日、祝日を除く。）
【応募先・問い合わせ】
　上野総合市民病院病院総務課
　☎ 41-0065　℻  24-1565

臨床検査技師・
医療事務専門職募集

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「福島差別」「人権作品受賞作パネル」
【と　き】　12月 1日㈬～ 27日㈪
※人権作品は 12月６日㈪から展示
【ところ】　本庁舎　３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
◆寺田市民館　じんけんパネル展
「世界人権宣言を自分のものに」
【と　き】
　12月１日㈬～ 27日㈪
※開館延長日　14日㈫、21日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728
◆いがまち人権パネル展
「部落差別解消推進法」
【と　き】
　12月７日㈫～ 23日㈭
※開館延長日　９日㈭、16 日㈭、
23日㈭

【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130
◆青山公民館　人権啓発パネル展
「高齢者の人権」
【と　き】
　12月 14日㈫～１月 12日㈬
【ところ】
　青山公民館　１階ロビー
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211
◆大山田公民館　人権啓発パネル展
「世界人権宣言」
【と　き】
　12月１日㈬～１月５日㈬
【ところ】
　大山田公民館　研修室
【問い合わせ】　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131

スタンプラリーパネル展開催中
【と　き】　12月 27日㈪まで
　期間内に５つ以上パネル展を見
て、スタンプを集めよう。集めた
人には、先着でプレゼントがあり
ます。
　詳しくは市ホームペー
ジをご覧ください。
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

人権啓発パネル展

　市政情報をお伝えしています。
　ケーブルテレビ17チャンネル
（青山は204チャンネル）・地上
デジタル放送121チャンネルで
放送中です。
　番組表は、各支所（上野支所を
除く。）・各子育て支援センターで
配布しているほか、
右の２次元コード
からもご確認いた
だけます。
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　償却資産とは、工場や商店の経営
者や駐車場・アパートを賃貸してい
る人が事業のために使用する土地・
建物以外の有形資産をいいます。
　例えば、一般家庭のミシンは課税
対象となりませんが、縫製工場など
で使用している場合は償却資産とし
て課税対象となるため、収益の有無
に関係なく申告が必要です。
【対象者】
　市内で事業を行っているすべての
法人・個人
【課税対象】
○構築物
○機械・装置
○車両・運搬具
※自動車税・軽自動車税の対象とな
る車両は除く。

○工具・器具・備品
【申告書の入手方法】
　対象者には 12月中旬に申告書を
発送します。届かない場合はご連絡
ください。申告書は市ホームページ
からもダウンロードできます。
【提出方法】
　申告書に必要事項を記入の上、下
記まで。
※詳しくは市ホームページをご覧く
ださい。

※便利な電子申告（e
えるたっくす
LTAX）もご

利用いただけます。
【提出期限】　１月 31日㈪
【提出先・問い合わせ】
　課税課
　☎ 22-9614　℻  22-9618
※各支所住民福祉課でも受け付けて
います。

※締め切り間際は申告が集中するた
め、早めの申告をお願いします。

償却資産申告書を提出して
ください

　伊賀市多文化共生推進プランを作
成するため、12月中旬頃から市内
事業所（企業）や市民（日本人・外
国人）の皆さんに多文化共生に関す
るアンケート調査を実施します。詳し
くは市ホームぺージをご覧ください。
【問い合わせ】　市民生活課
　☎ 22-9702　℻  22-9641

アンケートにご協力ください

　伊賀市人権学習企業等連絡会（人
じん

企
き

連
れん

）は、市内に事業所のある企業
や団体など 88 事業者（10 月末日
現在）で構成され、あらゆる差別の
撤廃と、一人ひとりの人権が尊重さ
れ、誰もがその個性と能力を十分に
発揮できる地域づくりを進めていま
す。
　会員が互いに連携し、住民、地域
団体、行政などと協働し、ワークラ
イフバランスやハタラキカタ応援宣
言、イクボス講座などさまざまな取
り組みを行っています。ぜひ一緒に
活動しませんか。
【実施事業】
○新入社員、経営者、人事担当者な
どの研修

○人権啓発に関する事業　など
【年会費】
○市内に単一の事業所のある場合
　3,000 円
○市内に複数の事業所がある場合
•従業員の合計が 50 人未満
　3,000 円
•従業員の合計が 50 人以上 100
人未満

　5,000 円
•従業員の合計が 100 人以上　　
　10,000 円
【申込方法】　電話
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市人権学習企業等連絡会事務局
（商工労働課内）
　☎ 22-9669　℻  22-9695

伊賀市人権学習企業等連絡会
新規会員募集

　市では、外国につながる児童生徒
の学習・日本語の支援を行っていま
す。小中学校で学ぶためには、漢字
や教科書の内容を理解する必要があ
ります。そのため、日本語が苦手な
子どもたちの習熟度に合った支援を
するボランティアティーチャーを募
集します。
　教室は、やさしい日本語で行いま
す。申込後にボランティアの心得や
教室活動の研修などを受講していた
だきます。現在、実施している学習
支援「ささゆり教室」や「漢字学習
教室」を見学することもできますの
で、気軽にお問い合わせください。
【申込先・問い合わせ】
　市民生活課
　☎ 22-9702　℻  22-9641

日本語ボランティアを
始めませんか

最新の放送内容を
視聴できるほか、
過去の放送分も視
聴できます。

【問い合わせ】
　広聴広報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

行政だより「ウィークリー伊賀市」
市公式Youtubeチャンネルで配信中！

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

　三重県と各市町で行っている共同
受付の入札参加資格の有効期限が令
和４年５月 31日で終了します。
　令和４～７年度の新規・更新登録
を次のとおり受け付けます。
【対　象】　建設工事、測量・建設コ
ンサルタントなど
【受付期間】
　１月５日㈬～２月４日㈮
※詳しくは、市ホームページをご覧
ください。

【提出先・問い合わせ】
　（公財）三重県建設技術センター
　☎ 059-229-5610
　℻  059-229-5619
【問い合わせ】　契約監理課
　☎ 22-9810　℻  22-9837

入札参加資格審査申請の
更新手続き

　　お薬手帳を1冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心

２次元コードから詳しい情報が見られます。

◆伊賀市生活排水処理施設整備計画
見直し（中間案）

　「伊賀市生活排水処理施設整備計
画」は、汚水処理施設の整備を効率
的かつ適正に進めるための総合的な
計画です。この計画に基づき、公共
下水道、農業集落排水、合併処理浄
化槽などの汚水処理施設の整備を
行っています。
　平成 27年度に策定した計画の見
直しを行うにあたり、その見直し方
針などに関してご意見を募集します。
【募集期限】
　12月 31日㈮　※消印有効
【閲覧場所】
◦下水道課（ゆめが丘浄水場２階）
◦本庁舎１階ロビー
◦各支所振興課
◦各地区市民センター
◦市ホームページ
【提出方法】
　住所・氏名・電話番号・件名（伊
賀市生活排水処理施設整備計画見直
しに関するパブリックコメント）・
該当箇所とそれに対する意見を明記
の上、下記まで。
※提出いただいた意見は、計画策定
の参考資料とし、市ホームページ
で公表します。

※個別の回答は行わず、意見は返却
しません。

【提出先・問い合わせ】
　上下水道部下水道課
　☎ 24-2137　℻  24-2138
　 gesuidou@city.iga.lg.jp

パブリックコメント
（ご意見）募集

【と　き】
　12月５日㈰・12日㈰
　午前 10時～午後３時
【専用ダイヤル】
　☎ 059-224-3411
※相談日当日のみつながります。
※相談は１時間程度を限度とします。
【対応者】　弁護士（三重弁護士会）・
司法書士（三重県司法書士会）
【問い合わせ】　市民生活課　
　☎ 22-9638　℻  22-9641

借金のお悩み電話相談

【募集人数】　どちらも若干名
【応募資格】
◦臨床検査技師
　昭和 53 年４月２日以降生まれ
で、臨床検査技師免許を持っている
人または採用予定日までに取得見込
みの人
◦医療事務専門職
　昭和 42 年４月２日以降生まれ
で、令和４年３月末時点で、100
床以上の病院での医療事務経験を
15年以上有する人
【勤務条件・賃金】
　市の条例・規則による。
※前歴に応じた加算措置や諸手当が
あります。

※託児所がありますので、子どもが
いる人も安心して勤務できます。

【勤務場所】　上野総合市民病院
【応募方法】
　病院総務課にある「伊賀市職員選
考採用試験受験申込書」を持参また
は郵送で応募先まで。申込書は上野
総合市民病院または市ホームページ
からもダウンロードできます。
※郵送の場合、簡易書留で送付。
【選考方法】　作文・面接
○試験日：１月７日㈮
※時間などは応募者に後日お知らせ
します。

○採用予定日：４月１日㈮
【応募期限】
　12 月 24 日㈮　午後５時 15 分
まで（土・日曜日、祝日を除く。）
【応募先・問い合わせ】
　上野総合市民病院病院総務課
　☎ 41-0065　℻  24-1565

臨床検査技師・
医療事務専門職募集

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「福島差別」「人権作品受賞作パネル」
【と　き】　12月 1日㈬～ 27日㈪
※人権作品は 12月６日㈪から展示
【ところ】　本庁舎　３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
◆寺田市民館　じんけんパネル展
「世界人権宣言を自分のものに」

【と　き】
　12月１日㈬～ 27日㈪
※開館延長日　14日㈫、21日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728
◆いがまち人権パネル展
「部落差別解消推進法」

【と　き】
　12月７日㈫～ 23日㈭
※開館延長日　９日㈭、16 日㈭、
23日㈭

【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130
◆青山公民館　人権啓発パネル展
「高齢者の人権」

【と　き】
　12月 14日㈫～１月 12日㈬
【ところ】
　青山公民館　１階ロビー
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211
◆大山田公民館　人権啓発パネル展
「世界人権宣言」

【と　き】
　12月１日㈬～１月５日㈬
【ところ】
　大山田公民館　研修室
【問い合わせ】　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131

スタンプラリーパネル展開催中
【と　き】　12月 27日㈪まで
　期間内に５つ以上パネル展を見
て、スタンプを集めよう。集めた
人には、先着でプレゼントがあり
ます。
　詳しくは市ホームペー
ジをご覧ください。
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

人権啓発パネル展

　市政情報をお伝えしています。
　ケーブルテレビ17チャンネル
（青山は204チャンネル）・地上
デジタル放送121チャンネルで
放送中です。
　番組表は、各支所（上野支所を
除く。）・各子育て支援センターで
配布しているほか、
右の２次元コード
からもご確認いた
だけます。
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　 24ページの答え　
③楼車
　（ろうしゃ、またはだんじり）
　江戸時代には、「台尻」・「檀尻」
と書いて、「だんじり」と読ませ
ていました。明治時代になり、「だ
んじり」に対して、「楼車」とい
う表記がなされるようになりま
した。また江戸時代以来、「鉾」
という表記も見うけられます。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

【義援金総額】　※ 10月末現在
○バングラデシュ南部避難民
　59,908 円
○平成 30年７月豪雨災害
　315,500 円
○令和２年 7月豪雨災害
　286,006 円
○令和 3年 7月大雨災害
　1,497 円
○ 2021年ハイチ地震
　385円
○令和３年台風第９号等大雨災害
　 957 円
○令和３年８月大雨災害
　647円
○令和３年長野県茅野市土石流災害
　137円
○アフガニスタン人道危機
　2,737 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

　政治家の寄附行為は法律で禁止さ
れています。伊賀市明るい選挙推進
協議会では「贈らない、求めない、
受け取らない」の「三ない運動」を
進めています。
　不正を防ぐには、政治に携わる人
だけでなく、有権者一人ひとりが認
識を深めることが大切です。みんな
でルールを守り、公平公正な選挙を
実現しましょう。
◆寄附行為に該当すること（例）
○冠婚葬祭など日常の一般的な付き
合いで、祝儀や香典などを出す。

○町内会の集会や旅行、地域の行事
などへ、寸志や飲食物の差し入れ
をする。

○入学、卒業、就職、出産などのお
祝いに金品を贈る。

○花輪や供花を贈る。
【問い合わせ】
　伊賀市明るい選挙推進協議会事務局
（総務課内）
　☎ 22-9601　℻  22-9672

12 月は明るい選挙推進
強調月間です

　建築基準法では、建築物（門・塀・
設備を含む。）は、所有者などが維
持管理することが定められていま
す。建築物は、老朽化により本来の
機能や性能が低下し、放置すると思
わぬ事故や災害につながることがあ
ります。コンクリートブロックで造
られた塀についても、地震などで倒
壊しないよう安全点検をし、日ごろ
から適切に維持管理しましょう。
【問い合わせ】　建築課
　☎ 22-9732　℻  22-9736　

　特定建設資材＊を用いた建築物な
どの解体・新築・土木工事などで一
定規模の面積または金額以上のもの
は、建設リサイクル法により、発注
者または自主施工者に次のことが義
務付けられています。
◦建設資材廃棄物を基準に従って工
事現場で分別（分別解体）し、特
定建設資材廃棄物の再資源化を行
うこと。

◦分別解体などの計画について、工
事を着手する日の７日前までに届
け出を行うこと。

＊特定建設資材…コンクリート、コ
ンクリートや鉄でできた建設資
材、木材（繊維板などを含む）、
アスファルトコンクリートのこと。

※その他、関係法令に基づき適正に
作業を行う必要があります。

【問い合わせ】　建築課
　☎ 22-9732　℻  22-9736　

建築物を適正に維持管理
しましょう

解体工事などをする前に

　裁判員候補者名簿は、市区町村の
選挙管理委員会が選挙人名簿から
くじで無作為抽出した名簿をもと
に、全国の地方裁判所で作成してい
ます。
　令和４年の名簿に登録される人数
は、全国で約 23 万 3,000 人（選
挙人名簿人数のうち約 453 人に１
人）です。名簿に登録された人には、
名簿に登録されたことの通知（名簿
記載通知）を郵送します。
　この通知は、裁判員に選ばれる可
能性があることを事前にお伝えする
もので、まだ具体的な事件の裁判員
候補者に選ばれたわけではありま
せん。
　裁判員制度の詳しい情報は裁判員
制度ウェブサイトをご覧ください。
【問い合わせ】
　津地方裁判所事務局総務課
　☎ 059-226-4172

知っていますか？
裁判員制度

　調停とは、裁判所がお互いの言い
分を聴き、話し合いによって問題の
解決を図る手続きです。
【民事調停】
○貸したお金を返してもらいたい
○交通事故にあってしまった
○お隣の騒音で困っている
【家事調停】
○離婚したいけれど冷静に話し合え
ない

○養育費をもらいたいけれど直接交
渉するのは難しい

○遺産相続についてもめている
※詳しくは裁判所ウェブサイトをご
覧ください。

【問い合わせ】
　津地方裁判所事務局総務課
　☎ 059-226-4172

そのお悩み、裁判所の
調停で解決しませんか

【問い合わせ】
　自衛隊三重地方協力
　本部伊賀地域事務所
　☎ 21-6720

自衛官採用試験情報

２次元コードから詳しい情報が見られます。

◆積雪・凍結道路で滑り止めを装備し
ていない車の走行は法令違反です

　ノーマルタイヤでの雪道走行は、
事故の危険性が高まるだけでなく、
立往生による深刻な通行障害を引き
起こしかねません。大雪時は、幹線
道路を中心に融雪剤の散布などを行
いますが、散布後でもノーマルタイ
ヤでの通行は危険です。
　タイヤチェーンや冬用タイヤを装
備し、安心・安全な走行を心がけま
しょう。
【問い合わせ】
○伊賀建設事務所保全室
　☎ 24-8210
○伊賀警察署　☎ 21-0110
○名張警察署　☎ 62-0110
○道路河川課
　☎ 22-9726　℻  22-9724

自動車の冬装備をしよう

◆相続登記はお済みですか？
　不動産を相続した後、長期間相続
登記をせずに放置しておくと、さま
ざまな問題が発生します。
　大切な不動産を負担なく次世代に
引き継ぐため、相続登記の手続きを
進めましょう。
◆こんな問題が発生します
○相続人に、さらに相続が発生した
時、相続人の確定が難しくなる。

○相続登記の手続費用が高額になる。
○不動産の売却やローンの手続きが
すぐにできない。

○不動産が適正に管理されず、荒地
や空き家などが増え、環境が悪化
する。
◆便利な制度を活用しましょう
○預けて安心
　「自筆証書遺言書保管制度」
　遺言は、相続をめぐる紛争を防止
するために有用な手段です。
　しかし、遺言者本人の死亡後、相
続人などに発見されなかったり、書
き換えられたりするおそれが指摘さ
れています。そのため、令和２年７
月から遺言書を法務局（遺言書保管
所）で保管する制度が始まりました。
　遺言書を法務局に保管すること
で、ご自身の財産を大切な人に確実
に引き継ぐことができます。
※手続きには、予約が必要です。
○相続手続きに便利
　「法定相続情報証明制度」
　戸籍などの書類をもとに、法務局
が法定相続人が誰であるのかを確認
し、戸籍謄本などに代わる公的証明
書を無料で発行する制度です。相続
登記はもちろんのこと、預貯金の払
い戻しや相続税の申告など、さまざ
まな相続手続きで利用できます。
　また、相続手続がいくつもある場
合、同時に手続きを進めることがで
きるため、時間短縮につながります。
【問い合わせ】
　津地方法務局伊賀支局
　☎ 21-0804（電話がつながったら
「３」を押してください。）

未来につなぐ「相続登記」
をしましょう

　広報いが 11月号 13ページに掲
載した「令和 3年度上半期伊賀市
の予算執行状況」の内容に誤りがあ
りました。お詫びして訂正します。

【歳入】
○分担金及び負担金
　予算現額
　　誤）4億 1,104 万円
　　正）4億 1,152 万円
　収入率
　　誤）18.1％
　　正）18.0％
○市債
　予算現額
　　誤）42億 8,916 万円
　　正）42億 7,206 万円
○合計
　　誤）459億 7,653 万円
　　正）459億 5,991 万円

【問い合わせ】
　財政課
　☎ 22-9608　℻  24-2440

お詫びと訂正

　露出展示の大溝遺構の、凍結によ
る破損劣化を防止するため、シート
で養生します。このため、次の期間
は、大溝を見学することができませ
ん。見学を希望する皆さんには大変
ご迷惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。
【大溝養生期間】
　12 月 19日㈰～３月 20 日（日・予定）
【休園日】
　毎週月～木曜日・年末年始
　（12 月 29 日～１月３日）
※期間中の毎週金～日曜日は無料で
入園できます。

【問い合わせ】
○文化財課　
　☎ 22-9678　℻  22-9667
○（公財）伊賀市文化都市協会
　☎ 22-0511

城
じょ

之
の

越
こし

遺跡
大溝のシート養生

　システム改修作業のため、次の期
間は、コンビニエンスストアの店内
にあるマルチコピー機で住民票の写
しなどが取得できるサービスを休止
します。皆さんにはご迷惑をおかけ
しますが、ご理解をお願いします。
【休止期間】
◦ 12 月７日㈫　午後５時から終日
◦ 12 月 10日㈮　終日
【問い合わせ】
　戸籍住民課
　☎ 22-9645　℻  22-9643

コンビニ交付サービスの
休止

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　

【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　FAX   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　 24ページの答え　
③楼車
　（ろうしゃ、またはだんじり）
　江戸時代には、「台尻」・「檀尻」
と書いて、「だんじり」と読ませ
ていました。明治時代になり、「だ
んじり」に対して、「楼車」とい
う表記がなされるようになりま
した。また江戸時代以来、「鉾」
という表記も見うけられます。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

【義援金総額】　※ 10月末現在
○バングラデシュ南部避難民
　59,908 円
○平成 30年７月豪雨災害
　315,500 円
○令和２年 7月豪雨災害
　286,006 円
○令和 3年 7月大雨災害
　1,497 円
○ 2021年ハイチ地震
　385円
○令和３年台風第９号等大雨災害
　 957 円
○令和３年８月大雨災害
　647円
○令和３年長野県茅野市土石流災害
　137円
○アフガニスタン人道危機
　2,737 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

　政治家の寄附行為は法律で禁止さ
れています。伊賀市明るい選挙推進
協議会では「贈らない、求めない、
受け取らない」の「三ない運動」を
進めています。
　不正を防ぐには、政治に携わる人
だけでなく、有権者一人ひとりが認
識を深めることが大切です。みんな
でルールを守り、公平公正な選挙を
実現しましょう。
◆寄附行為に該当すること（例）
○冠婚葬祭など日常の一般的な付き
合いで、祝儀や香典などを出す。

○町内会の集会や旅行、地域の行事
などへ、寸志や飲食物の差し入れ
をする。

○入学、卒業、就職、出産などのお
祝いに金品を贈る。

○花輪や供花を贈る。
【問い合わせ】
　伊賀市明るい選挙推進協議会事務局
（総務課内）
　☎ 22-9601　℻  22-9672

12 月は明るい選挙推進
強調月間です

　建築基準法では、建築物（門・塀・
設備を含む。）は、所有者などが維
持管理することが定められていま
す。建築物は、老朽化により本来の
機能や性能が低下し、放置すると思
わぬ事故や災害につながることがあ
ります。コンクリートブロックで造
られた塀についても、地震などで倒
壊しないよう安全点検をし、日ごろ
から適切に維持管理しましょう。
【問い合わせ】　建築課
　☎ 22-9732　℻  22-9736　

　特定建設資材＊を用いた建築物な
どの解体・新築・土木工事などで一
定規模の面積または金額以上のもの
は、建設リサイクル法により、発注
者または自主施工者に次のことが義
務付けられています。
◦建設資材廃棄物を基準に従って工
事現場で分別（分別解体）し、特
定建設資材廃棄物の再資源化を行
うこと。

◦分別解体などの計画について、工
事を着手する日の７日前までに届
け出を行うこと。

＊特定建設資材…コンクリート、コ
ンクリートや鉄でできた建設資
材、木材（繊維板などを含む）、
アスファルトコンクリートのこと。

※その他、関係法令に基づき適正に
作業を行う必要があります。

【問い合わせ】　建築課
　☎ 22-9732　℻  22-9736　

建築物を適正に維持管理
しましょう

解体工事などをする前に

　裁判員候補者名簿は、市区町村の
選挙管理委員会が選挙人名簿から
くじで無作為抽出した名簿をもと
に、全国の地方裁判所で作成してい
ます。
　令和４年の名簿に登録される人数
は、全国で約 23 万 3,000 人（選
挙人名簿人数のうち約 453 人に１
人）です。名簿に登録された人には、
名簿に登録されたことの通知（名簿
記載通知）を郵送します。
　この通知は、裁判員に選ばれる可
能性があることを事前にお伝えする
もので、まだ具体的な事件の裁判員
候補者に選ばれたわけではありま
せん。
　裁判員制度の詳しい情報は裁判員
制度ウェブサイトをご覧ください。
【問い合わせ】
　津地方裁判所事務局総務課
　☎ 059-226-4172

知っていますか？
裁判員制度

　調停とは、裁判所がお互いの言い
分を聴き、話し合いによって問題の
解決を図る手続きです。
【民事調停】
○貸したお金を返してもらいたい
○交通事故にあってしまった
○お隣の騒音で困っている
【家事調停】
○離婚したいけれど冷静に話し合え
ない

○養育費をもらいたいけれど直接交
渉するのは難しい

○遺産相続についてもめている
※詳しくは裁判所ウェブサイトをご
覧ください。

【問い合わせ】
　津地方裁判所事務局総務課
　☎ 059-226-4172

そのお悩み、裁判所の
調停で解決しませんか

【問い合わせ】
　自衛隊三重地方協力
　本部伊賀地域事務所
　☎ 21-6720

自衛官採用試験情報

２次元コードから詳しい情報が見られます。

◆積雪・凍結道路で滑り止めを装備し
ていない車の走行は法令違反です

　ノーマルタイヤでの雪道走行は、
事故の危険性が高まるだけでなく、
立往生による深刻な通行障害を引き
起こしかねません。大雪時は、幹線
道路を中心に融雪剤の散布などを行
いますが、散布後でもノーマルタイ
ヤでの通行は危険です。
　タイヤチェーンや冬用タイヤを装
備し、安心・安全な走行を心がけま
しょう。
【問い合わせ】
○伊賀建設事務所保全室
　☎ 24-8210
○伊賀警察署　☎ 21-0110
○名張警察署　☎ 62-0110
○道路河川課
　☎ 22-9726　℻  22-9724

自動車の冬装備をしよう

◆相続登記はお済みですか？
　不動産を相続した後、長期間相続
登記をせずに放置しておくと、さま
ざまな問題が発生します。
　大切な不動産を負担なく次世代に
引き継ぐため、相続登記の手続きを
進めましょう。
◆こんな問題が発生します
○相続人に、さらに相続が発生した
時、相続人の確定が難しくなる。

○相続登記の手続費用が高額になる。
○不動産の売却やローンの手続きが
すぐにできない。

○不動産が適正に管理されず、荒地
や空き家などが増え、環境が悪化
する。

◆便利な制度を活用しましょう
○預けて安心
　「自筆証書遺言書保管制度」
　遺言は、相続をめぐる紛争を防止
するために有用な手段です。
　しかし、遺言者本人の死亡後、相
続人などに発見されなかったり、書
き換えられたりするおそれが指摘さ
れています。そのため、令和２年７
月から遺言書を法務局（遺言書保管
所）で保管する制度が始まりました。
　遺言書を法務局に保管すること
で、ご自身の財産を大切な人に確実
に引き継ぐことができます。
※手続きには、予約が必要です。
○相続手続きに便利
　「法定相続情報証明制度」
　戸籍などの書類をもとに、法務局
が法定相続人が誰であるのかを確認
し、戸籍謄本などに代わる公的証明
書を無料で発行する制度です。相続
登記はもちろんのこと、預貯金の払
い戻しや相続税の申告など、さまざ
まな相続手続きで利用できます。
　また、相続手続がいくつもある場
合、同時に手続きを進めることがで
きるため、時間短縮につながります。
【問い合わせ】
　津地方法務局伊賀支局
　☎ 21-0804（電話がつながったら
「３」を押してください。）

未来につなぐ「相続登記」
をしましょう

　広報いが 11月号 13ページに掲
載した「令和 3年度上半期伊賀市
の予算執行状況」の内容に誤りがあ
りました。お詫びして訂正します。

【歳入】
○分担金及び負担金
　予算現額
　　誤）4億 1,104 万円
　　正）4億 1,152 万円
　収入率
　　誤）18.1％
　　正）18.0％
○市債
　予算現額
　　誤）42億 8,916 万円
　　正）42億 7,206 万円
○合計
　　誤）459億 7,653 万円
　　正）459億 5,991 万円

【問い合わせ】
　財政課
　☎ 22-9608　℻  24-2440

お詫びと訂正

　露出展示の大溝遺構の、凍結によ
る破損劣化を防止するため、シート
で養生します。このため、次の期間
は、大溝を見学することができませ
ん。見学を希望する皆さんには大変
ご迷惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。
【大溝養生期間】
　12 月 19日㈰～３月 20 日（日・予定）
【休園日】
　毎週月～木曜日・年末年始
　（12 月 29 日～１月３日）
※期間中の毎週金～日曜日は無料で
入園できます。

【問い合わせ】
○文化財課　
　☎ 22-9678　℻  22-9667
○（公財）伊賀市文化都市協会
　☎ 22-0511
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大溝のシート養生

　システム改修作業のため、次の期
間は、コンビニエンスストアの店内
にあるマルチコピー機で住民票の写
しなどが取得できるサービスを休止
します。皆さんにはご迷惑をおかけ
しますが、ご理解をお願いします。
【休止期間】
◦ 12 月７日㈫　午後５時から終日
◦ 12 月 10日㈮　終日
【問い合わせ】
　戸籍住民課
　☎ 22-9645　℻  22-9643

コンビニ交付サービスの
休止

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　

【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　FAX   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp
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　上野総合市民病院では、さまざまな部門があり、
医師や看護師と連携し、チーム医療に取り組んでい
ます。このコーナーでは、各部門の活動を紹介します。

◆整形外科病棟（本館３階）
　整形外科病棟には 45の病床があり、個室 15室、
2人部屋４室、3人部屋 2室、4人部屋４室となっ
ています。
　スタッフステーションでは、20人以上の看護師
がローテーションを組んで 24時間体制をとってい
ます。
　整形外科では年間約 500件の手術を行っており、
病棟には脊椎疾患や関節変形性疾患の患者さんが多
く入院しています。
　病棟では「チーム医療」を大切にし、医師をはじ
め看護師、薬剤師、理学療法士、社会福祉士などさ
まざまな職種のスタッフが日々意見交換を行いなが
ら、患者さんの早期回復を支援しています。

　また、患者さん一人ひとりの心に寄り添い、安心
して入院生活が送れるよう、それぞれの状態に応じ
た看護を実践しています。入院時から退院後の生活
を見据え、患者さんやご家族の抱える悩みを解決で
きるよう共有し、情報提供や相談を行っています。
今後も患者さんの病状や悩みの把握・共有に努め、
笑顔で退院できるようサポートしていきます。
　入院中に少しでも不安や悩みがあれば、お気軽に
ご相談ください。

（上野総合市民病院　整形外科病棟
看護師　西岡　由美）

上野総合市民病院だより

　若者会議では、地域の皆さんと農業体験を通じて
交流し、農業の魅力発信を行うために「若者ファー
ム」というグループ活動を行っています。
　まずは自分たちが農業を知ることが大切と考え、
実際に野菜を育て、収穫するなど、農業の大変さや
楽しさを学んでいます。
　今年は、コロナ禍で人との接触が制限される中、
感染対策に気を付けながらの活動となっています
が、若者会議メンバー同士の貴重な交流の機会にも
なっています。
　今後は、地域のみなさんと一緒に収穫を行った

り、野菜づくりの
楽しさや地元生産
者さんの声を紹介
したりするなど、
活動の幅を広げて
いきたいと思って
います。

若者会議メンバーからのメッセージ
　「若者ファームでは、昨年から季節の野菜を育て
ています。分からないことだらけですが、メンバー
で試行錯誤しながら取り組んでいます。草引きや水
やりなど、『誰かがするだろう』と思うのではなく、
メンバー全員が自ら行動するという意識を持つよう
にしました。グループで活動する難しさを感じるこ
ともありましたが、苗が成長したとき、野菜を収穫
できたときに感じる喜びは大変大きいものでした。
今後も季節の野菜づくりを通じて、メンバー同士の
交流を深め、グループ活動の情報発信をしていきた
いと思います。」
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9623　℻  22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

だ よ り

１月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。

　（年度内１回のみ）

①
13日㈭

13:00 ～ 16:30 本庁舎　２階相談室３
市民生活課

① 1/6　8：30～受付
② 1/18　8：30～受付

※先着６人
22-9638

②
25日㈫

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 12 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（12/20 ～ 1/7）
※先着４人

22-9632

法テラス法律相談（弁護士）
※予約制 19 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

法テラス三重
※受付期限（1/17）

※先着６人
050-3383-

5470

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

12日㈬ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３ 市民生活課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 26 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期間（12/23 ～ 1/24）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 14 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期限（1/12）

※先着 4人
22-9638

出張年金相談※予約制
５日㈬

10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-
911221 日㈮

緑（園芸）の相談 11日㈫ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　１階玄関ロビー 都市計画課 41-0290

外国人のための
行政書士相談

※予約制
６日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階

多文化共生センター
市民生活課

※受付期限（12/27）
※先着４人

22-9702

健康相談 28日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階ミーティングルーム 健康推進課 22-9653

相談内容 問い合わせ 電　話
消費生活相談 市民生活課 22-9626

空き家に関する相談 空き家対策室 22-9676

高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

女性相談　※予約優先

こども未来課 22-9609家庭児童相談　※予約優先
母子・父子自立相談

※予約優先
こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談 障がい者相談
支援センター 26-7725

ふれあい相談（教育相談） 教育研究センター 21-8839
青少年相談 青少年センター 24-3251

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション 22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669
生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

人権相談 人権政策課 22-9683

高齢者の就業相談
６日㈭

13:30 ～ 15:00
青山文化センター

シルバー人材センター 24-580020 日㈭
※予約制 伊賀市シルバーワークプラザ

人権相談
（人権擁護委員） 20日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

こころの健康相談
※予約制 26 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所

※未治療・未受診の人のみ 24-8076
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　上野総合市民病院では、さまざまな部門があり、
医師や看護師と連携し、チーム医療に取り組んでい
ます。このコーナーでは、各部門の活動を紹介します。

◆整形外科病棟（本館３階）
　整形外科病棟には 45の病床があり、個室 15室、
2人部屋４室、3人部屋 2室、4人部屋４室となっ
ています。
　スタッフステーションでは、20人以上の看護師
がローテーションを組んで 24時間体制をとってい
ます。
　整形外科では年間約 500件の手術を行っており、
病棟には脊椎疾患や関節変形性疾患の患者さんが多
く入院しています。
　病棟では「チーム医療」を大切にし、医師をはじ
め看護師、薬剤師、理学療法士、社会福祉士などさ
まざまな職種のスタッフが日々意見交換を行いなが
ら、患者さんの早期回復を支援しています。

　また、患者さん一人ひとりの心に寄り添い、安心
して入院生活が送れるよう、それぞれの状態に応じ
た看護を実践しています。入院時から退院後の生活
を見据え、患者さんやご家族の抱える悩みを解決で
きるよう共有し、情報提供や相談を行っています。
今後も患者さんの病状や悩みの把握・共有に努め、
笑顔で退院できるようサポートしていきます。
　入院中に少しでも不安や悩みがあれば、お気軽に
ご相談ください。

（上野総合市民病院　整形外科病棟
看護師　西岡　由美）

上野総合市民病院だより

　若者会議では、地域の皆さんと農業体験を通じて
交流し、農業の魅力発信を行うために「若者ファー
ム」というグループ活動を行っています。
　まずは自分たちが農業を知ることが大切と考え、
実際に野菜を育て、収穫するなど、農業の大変さや
楽しさを学んでいます。
　今年は、コロナ禍で人との接触が制限される中、
感染対策に気を付けながらの活動となっています
が、若者会議メンバー同士の貴重な交流の機会にも
なっています。
　今後は、地域のみなさんと一緒に収穫を行った

り、野菜づくりの
楽しさや地元生産
者さんの声を紹介
したりするなど、
活動の幅を広げて
いきたいと思って
います。

若者会議メンバーからのメッセージ
　「若者ファームでは、昨年から季節の野菜を育て
ています。分からないことだらけですが、メンバー
で試行錯誤しながら取り組んでいます。草引きや水
やりなど、『誰かがするだろう』と思うのではなく、
メンバー全員が自ら行動するという意識を持つよう
にしました。グループで活動する難しさを感じるこ
ともありましたが、苗が成長したとき、野菜を収穫
できたときに感じる喜びは大変大きいものでした。
今後も季節の野菜づくりを通じて、メンバー同士の
交流を深め、グループ活動の情報発信をしていきた
いと思います。」
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9623　℻  22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

だ よ り

１月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。

　（年度内１回のみ）

①
13日㈭

13:00 ～ 16:30 本庁舎　２階相談室３
市民生活課

① 1/6　8：30～受付
② 1/18　8：30～受付

※先着６人
22-9638

②
25日㈫

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 12 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（12/20 ～ 1/7）
※先着４人

22-9632

法テラス法律相談（弁護士）
※予約制 19 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

法テラス三重
※受付期限（1/17）

※先着６人
050-3383-

5470

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

12日㈬ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３ 市民生活課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 26 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期間（12/23 ～ 1/24）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 14 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期限（1/12）

※先着 4人
22-9638

出張年金相談※予約制
５日㈬

10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-
911221 日㈮

緑（園芸）の相談 11日㈫ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　１階玄関ロビー 都市計画課 41-0290

外国人のための
行政書士相談

※予約制
６日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階

多文化共生センター
市民生活課

※受付期限（12/27）
※先着４人

22-9702

健康相談 28日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階ミーティングルーム 健康推進課 22-9653

相談内容 問い合わせ 電　話
消費生活相談 市民生活課 22-9626

空き家に関する相談 空き家対策室 22-9676

高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

女性相談　※予約優先

こども未来課 22-9609家庭児童相談　※予約優先
母子・父子自立相談

※予約優先
こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談 障がい者相談
支援センター 26-7725

ふれあい相談（教育相談） 教育研究センター 21-8839
青少年相談 青少年センター 24-3251

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション 22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669
生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

人権相談 人権政策課 22-9683

高齢者の就業相談
６日㈭

13:30 ～ 15:00
青山文化センター

シルバー人材センター 24-580020 日㈭
※予約制 伊賀市シルバーワークプラザ

人権相談
（人権擁護委員） 20日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

こころの健康相談
※予約制 26 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所

※未治療・未受診の人のみ 24-8076
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新しい生涯学習推進体制について特集

広報広報

今月の表紙は上野天神祭のだんじり展示などの様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

©2021 SANRIO CO., LTD.  APPROVAL NO. L621290

今月の納税
●納期限　12月27日 （月）
納期限内に納めましょう
固定資産税（３期）
国民健康保険税（６期） 2021 年（令和３年）12月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　88,578 人　○世帯数　40,482 世帯
○男　43,449 人　　○女　45,129 人

伊賀市の人口・世帯数
令和３年 10月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

12 月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日・年末：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日・年末の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

◉伊賀市応急診療所（一次救急）
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※各種感染症検査（新型コロナ・インフルエンザなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・健康相談ダイヤル24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◉三重県救急医療情報センター
☎ 059-229-1199
受診できる医療機関をご案内（24時間）

I G AMONO
セレクション No.20

　伊賀流忍者発祥の地・伊賀で誕生した「忍
者土産ブランド」です。 伊賀での思い出が
より一層素敵なものになるよう、忍者をテー
マとしたオリジナルの土産を販売していま
す。 伊賀の伝統工芸品とコラボレーション
した製品も企画プロデュースし、
伊賀と忍者の魅力を国内外に発信
しています。

伊賀の京丸屋
淺野　正嗣さん

　このスカジャンは、袖に使われる飾り紐を、伊賀の伝統工芸品
「伊賀くみひも」にしたデザインが特徴です。生地はシルキータッ
チのサテンを厳選し、落ち着きのある色味のベージュと、抹茶色・
濃紺を組み合わせています。横振りミシンの運針で表現された刺
繍は生地の柔らかさを崩さず、レーヨン素材本来の美しいドレー
プを残しています。長財布が入るサイズの内ポケットもあり、ど
なたでも使いやすいデザインです。伊賀の伝統と、伊賀の京丸屋
独自のものづくりが融合したスカジャンをぜひお試しください。

伊賀くみひもスカジャン　忍者・猫忍者

【問い合わせ】　商工労働課　☎22-9669　℻  22-9695

日 月 火 水 木 金 土
１
　岡波

２
　名張

３
　上野

４
　名張

５
岡／名

６
　岡波

７
　名張

８
　岡波

９
　名張

10
　上野

11
　上野

12
　岡波

13
　岡波

14　
　上野

15
　岡波

16
　名張

17
　上野

18
　名張

19
岡／名

20
　岡波

21
　名張

22
　岡波

23
　名張

24
　上野

25
　上野

26
　岡波

27
　岡波

28
　上野

29
　岡波

30
　名張

31
　上野

＊小児科以外の診療科
です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。


